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1.1 将来ビジョン 

（１） 地域の実態 

１） 地域特性 

① 智頭町の地理的条件と産業構造～林業で栄えた町～ 

本町は鳥取県の東南部、岡山県境に位置し、1,000ｍ級の中国山脈の山々に囲まれた

中山間地域で、複雑に入り組んだ谷々に 88の集落と 6つの地区で構成されている。総面

積の 93％がスギをはじめとする山林で、江戸時代から山奉行が置かれ植林が積極的に行

われた。四季を通じて寒暖の差が激しい気候風土と、明治期に育苗技術の確立により植

林された樹齢 100年を越える杉の人工林の「智頭杉」は、吉野・北山に並ぶ歴史ある林業

地として、全国的にも知られている。 

また、林業を生業として暮らしてきた集落には、茅葺民家や土蔵などが多く現存し、集落

を取り囲む森林は、林業集落ならではの景観を形成している。さらに森林資源で財を得た

石谷家住宅を中心とした宿場町も当時から現在に至る往来の面影を残す歴史的景観を形

成している。このように主要産業の林業を通じて、森林・山村集落・宿場町・流通往来景観

など多様性に富んだ景観が形成され、我が国における中山間地における造林の典型的な

林業景観として重要であると認められ、2018年 2月に国の「重要文化的景観」に選定され

たことは、今後全国の中山間地域において林業がもたらす風俗や風習は、地域資源の新

たな可能性を見いだすことができる。 

 

 

② 人口動態 

全体的な人口は減少がつづき、増加の見込みはほぼ見込めない状況となっている。特

に生産年齢人口の減少が大きいことが予想され、合計特殊出生率の低さも目立つ。しかし

位置図 

１．全体計画 （自治体全体でのＳＤＧｓの取組）  
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ながら、人口が減少しても、住民個々が活気に満ちた誇りあるまちづくりを継続することが

可能となる「幸せな減少」を目指し、2015年に作成した、「智頭町総合戦略」では、2040年

の人口目標を 5,000人と定め、目標達成のための施策を積極的に取り組んでいる。 

人口減少対策の重点事業となっている移住施策では、後述する百人委員会の提案で実

現した、“森のようちえん”等の注目度により、移住者も増加傾向となった。ただし、直近で

は移住者も頭打ちとなっていると同時に、転出などの社会減が多い状況であるため、さら

なる人口減少への対策が必要とされている。 

 

 

③ 智頭町の特長：「住民自治」のパイオニア 

戦後の経済成長により、集落（自治会）が共同体として性格を失いつつある中、全国の

中山間地域で過疎化が進行した結果、都市部への人口集中や人口減少が社会問題とな

っている。過疎地域は、依存性、閉鎖性、保守性という伝統的体質を色濃く残し、行政依存

といった課題もある。本町も同様の問題を抱えているが、この状況を克服するために、集

落（自治会）が住民自治の場として復活し、賑わいを取りもどすことが課題解決の糸口とな

ることを確信していた。このため、行政だけでなく住民と共に地域のさまざまな力を結集し、

住民本意のサービスが提供できる、以下に代表される仕組みづくりを行ってきた。 

 

z 日本 1/0（ゼロ分のイチ）村おこし運動 

1997年に集落を支援するための「日本 1/0（ゼロ分のイチ）村おこし運動」をスタートさせ

た。これは、地域に眠っている資源を掘り起こし、磨くことで「宝」や「誇り」を作りだすだけで

なく、「自分達の村は自分達で守る」という意識を醸成させことを狙いとした。0から 1、つま

り、無から有への第一歩こそ村おこしの精神とするものである。保守的で閉鎖的・依存的な

村社会の変革を図りながら、住民の意志に基づき、住民の参加によって行う「住民自治」を

進めていくため、3本の柱により進めて行く運動である。 

参加した集落は限定的なものの、全 88集落のうち 16集落が参加し、その後の住民自

治の先駆けとなった。現在では、集落から地区へと拡大し、6地区中 5地区が空き校舎を
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活用した活動を中心に実践し、具体的には、農家レストランや国産のキクラゲ栽培（リンガ

ーハット等に販売）により地区内での雇用を産むなど、地域経済の活性化に寄与している。 

 

 

z 智頭町百人委員会  

「日本 1/0村おこし運動」に代表される、地域コミュニティの自治組織だけでは解決できな

い課題が現れてきたことを受け、現町長の公約である「百人委員会」が 2008年に設置され

た。百人委員会は、活力ある地域づくりのために、住民の関心が高い課題を話し合うことで

住民が解決策を行政に提案し、自らが実践

する本町ならでは仕組みである。優れたア

イデアについては実際に町が予算化をして

いる。 

百人委員会で提案された事業の一例と

して、森林資源を子育てのフィールドとする

「森のようちえん」がある。住民と行政が連

携したことで注目度が高まり、都市部子育

て世代の移住者が増加するといった効果

が現れた。 

 

z 住民主体による総合計画つくり 

本町の最上位計画である総合計画は、これまで行政が主導で作成し、行政の指標とし

て主に活用されてきたが、肝心な住民の満足度や認知度についてはまだまだ課題がある

ことも認識している。これからの総合計画は、日本 1/0村おこし運動や智頭町百人委員会

等で培われた住民の積極的な参画を更に促す為にも、目指すべき将来像を具体的かつ明

確に示すことで「持続可能なまちづくり」や「誇りを持てるまちづくり」へつなげていく必要が

ある。 

このため、本町の第 7次総合計画では、行政職員だけではなく、集落へのアンケートや

住民主体のワークショップを複数回実施することで町内各種団体の活動や住民ニーズを

把握してきた。そして総合戦略において本町の強み・弱み・機会・脅威の 4つのカテゴリー

百人委員会の様子 
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による SWOT分析を行い、長期的な視点で、その地域で次の仕事をつくる「機会」や「覚

悟」、そこで幸せに暮らしていく「環境」づくりと、それらを担う人材が集まる魅力的な「場所」

づくりを進めていくため、住民にわかりやすい将来像を設定した。 

 

２）今後取り組む課題 

目指すべき将来像を共有・認識し、まち全体が一つとなる仕組みづくり 

全国の中山間地域では、急激な少子高齢化や人口流出等のマイナスの社会現象が不

可避である。また、インターネットの普及による生活スタイルの変化や多様性を求められる

時代に突入しており、過去には存在しなかった様々な課題に対応することが必須となって

いる。中山間地域が抱える課題の全てに当てはまる本町が、今後生き延びていくためには

行政のみでこうした課題に対応することは不可能であり、住民、民間企業、行政のそれぞ

れが連携を強化して課題解決に一丸となって取り組むことが必須である。 

前述したとおり、本町ではこれまで住民自治の運動や、提案型行政、参加型による総合

計画作りなど、住民が主体となれる仕組みつくりを行ってきた。しかし、それら活動は個別

に実施されており、各事業のシナジー効果については、まだまだ発展の余地がある。ま

た、まだ巻き込みが足りていないアクターも多く、そうした課題を解決するには目指すべき

将来像をＳＤＧｓの文脈で再整理し、関連付けていくことが極めて有用と考える。これまで

本町が実施してきた事業や今後取り組む事業は全て SDGsで説明することが可能であり、

17の目標がアイコンで視覚的に分かりやすく表現されていることのメリットを活かし、まち

全体を巻き込んで、日本の代表的な中山間地域として目指すべき将来像の在り方を示す

大きな流れを作り出していく。 

（２）2030年のあるべき姿 

１） 2030年のあるべき姿 

智頭町第 7次総合計画において、住民主体で設

定した将来像が、「一人ひとりの人生に寄り添える

まち」である。今ある文化・伝統・風習を守り、一人

ひとりに寄り添い、想いがカタチになる可能性がた

くさんある場所をあるべき姿とする。この将来像を

実現するため、以下に示す 4つの理念と 6つの

視点を設定した。この理念と視点は、町民の暮ら

しと町の事業を関連付けるものであり、豊かで幸

せな「ちづ暮らし」のための道しるべと位置付けて

いる。 
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「4つの理念」 

森の恵みを活かしたまちづくり 

安全・安心に暮らせる健康長寿のまちづくり 

子どもから大人まで学びと成長のまちづくり 

地域や家族のつながりでつくるまちづくり 

 

 

町の施策を町民一人ひとりが身近に感じてもらうための「６つの視点」 

健康 智頭町ならではの自然やつながりで健康長寿な暮らし 

家族 一人ひとりの個性を活かしながら支え、つながる家族 

学び 生活の知恵から趣味や仕事まで、暮らしを彩る学びを増やす 

仕事 受け継いできた仕事を活かし、新たなチャレンジを広げる 

仲間づくり 活動を広げる仲間づくり、小さなつながりを幾重にも連ねるコミュニティへ 

環境整備 

（生活基盤整備） 

町民の安心な暮らし・活動を支えるための、そして未来に受け継ぐ環境整

備 

 

 

理念と視点との関係性 

 

 

 以下に、あるべき姿を４つの理念で要素ごとに整理した。 

健 康 家 族 学 び 仕 事 仲間づくり 環境整備 

森の恵みを 

活かした 

まちづくり 

安全・安心に 

暮らせる健康長寿のまち

づくり 

子どもから大人まで 

学びと成長の 

まちづくり 

地域や家族の 

つながりでつくる 

まちづくり 

理 

念 

視 

点 

一人ひとりの人生に寄り添えるまちへ 
将 

来 

像 
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２） あるべき姿を構成する各要素 

① 森の恵みを活かしたまちづくり 

町面積の 9割以上が森林で、主要産業も「林業」であるため、今後もまちづくりを進めて

いくうえで「森林」を切り離すことはできない。農林業や商工業とともに、きれいな空気や水

などの生活環境も含めた森林の恩恵を活かしたまちづくりが実現している。 

② 安全・安心に暮らせる健康長寿のまちづくり 

子育ての素晴らしさを感じながら安心して子育てができ、日々健康に暮らして高齢期を

迎えることができる地域。高齢者やハンディキャップを持つ人も自立した日常生活を営み、

能力と適性に応じて積極的に社会に参画できるまちづくりが実現している。 

③ 子どもから大人までの学びと成長のまちづくり 

本町の将来を担う子どもたちに、個々の生きる力を育てる教育を提供している。また、幅

広い世代が、転職や起業などへの専門的な知識、地域の歴史や文化、技術や伝統などを

学び受け継げる、誰もが学び成長できるまちづくりが実現している。 

④ 地域や家族のつながりでつくるまちづくり 

地域でのつながりとともに、同じ立場、同じ世代などの町民相互の横のつながりを深め、

新しい活動を生み出すきっかけづくりになる、仲間づくりが実現している。 

 

（３）2030年のあるべき姿の実現に向けた優先的なゴール、ターゲット 

前述のあるべき姿を実現するため、経済、社会、環境の視点から優先的なゴールとター

ゲットを以下に設定した。 

１） 経済 

経済については、2030年までに①林業の拡大と、②地域に根差したコミュニティビジネス

の拡大に優先的に取り組む。これらの活動により、理念１：森の恵みを活かしたまちづくりと、

理念４：地域や家族のつながりでつくるまちづくり、を実現する。ゴールとターゲット、KPIは以下

のとおり。 

ゴール、 

ターゲット番号 

KPI（任意記載） 

 8-3 

9-2 

 

 

 

指標①：自伐林業家（経営体） 

現在（2019年 2月）： 

15経営体 

2030年： 

20経営体 

指標②：コミュニティビジネスの種類 

現在（2019年 2月）： 

業態の拡張：4種類（テナント、

福祉、食品加工、展示） 

2030年： 

業態の拡張：6種類（テナント、

福祉、食品加工、展示、宿泊、

交通） 
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 前述のとおり、森林は智頭町にとって重要な資源であるため、林業の担い手が減ってい

る現状を克服し、持続的な林業を成り立たせる必要がある。若手林業家や移住者が、山林

をもたなくても林業を生業とできるよう、山林バンクの開設や運営支援体制、人材育成など

の事業に取り組む。こうした取り組みで林業を生業とする生活スタイルを実現することで、

自伐林業家（主に自分の持ち山で伐採から搬出、出荷まで自力で行う林家）の増加と、林

業従事者となる移住者の増加を目指す（指標①）。 

林業以外については、住面積の少ない本町において、大規模な企業誘致は見込めない

ため、小規模でも優良な企業誘致を進めるとともに、起業・創業しやすい環境を各地域で

整備する必要がある。すでに、廃校を活用して 4店舗がオープンするなどの事例もあり、こ

うしたコミュニティビジネスを増やしていく（指標②）。 

少子高齢化により、疲弊していく中山間地域のモデルとなるよう、担い手がワクワク感

や、自発性を生み出し、補助金に頼らずに持続的な運営が可能となるような事業を作り出

す。伝統や文化を守りながら、新しい視点を取り入れることで次世代へ魅力を引き継げる

経済を目指す。 

 

２） 社会 

社会については、2030年までに住民自治や住民提案型行政システムの更なる推進と拡

充、多様なアクターの巻き込みに優先的に取り組む。この実現により、理念２：安全・安心に

暮らせる健康長寿のまちづくりと、理念４：地域や家族のつながりでつくるまちづくり、を実現す

る。ゴールとターゲット、KPIは以下のとおり。 

ゴール、 

ターゲット番号 

KPI（任意記載） 

 11-3 

11-7 

 

 

指標①：行政へ参加する人数 

現在（2019年 2月）： 

地区 1/0：5地区 

百人委員会委員：96人 

2030年： 

地区 1/0：6地区 

百人委員会委員：180人 

 

 

 

16-7 

 

 

指標②：行政へ参加するアクターの種類 

 

現在（2019年 2月）： 

女性団体：3団体 

町長・町議会選挙投票率：約

80％ 

2030年： 

女性団体：5団体 

町長・町議会選挙投票率：約

90％ 

前述した住民自治による「日本 1/0村おこし運動」や住民提案型行政システム「百人委

員会」などの、住民主体の仕組みを本町では構築している。SDGsにおいては、ゴール 17

にあるように、様々なパートナーシップで目標を達成することが必要であり、この住民主体
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の仕組みがパートナーシップを活性化するための土台となる。この土台をより強固にする

ため、行政への参加人数増（指標①）やこれまで巻き込めていなかったアクターを巻き込ん

でいく（指標②）。 

 

３） 環境 

環境については、2030年までに森林資源の新しい活用の事業創出に優先的に取り組

む。この実現により、理念１：森の恵みを活かしたまちづくりと、理念２：安全・安心に暮らせる健

康長寿のまちづくり、を実現する。ゴールとターゲット、KPIは以下のとおり。 

ゴール、 

ターゲット番号 

KPI（任意記載） 

 

 

11-4 

15-4 

4-2 

 

 

 

 

指標： 森林資源を活用した新規事業の数 

現在（2019年 2月）： 

事業数：3事業 

2030年： 

事業数：6事業 

 

これまで、森林資源を活用した事業の例として森のよう

ちえんや、森林セラピーがある。森のようちえんは、森林

を「子育て」の環境として活用することで都市部子育て世

代の共感を得られ、豊かな自然環境で子育てを希望する

ニーズを掘り起こすきっかけとなった。また森林セラピー

では、医学的に証明された森林効果を「メンタルヘルス対

策」として、企業研修に活用するなど新たな活用方法を見

出すことができた。 

総面積の 9割以上が森林という環境の中、森林資源

の可能性を引き出した新規事業を継続的に作っていくこと

で、森林とともに持続的に暮らせる町を実現する。 

 

 

  

森のようちえん 
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1.2 自治体ＳＤＧｓの推進に資する取組 

（１）自治体ＳＤＧｓの推進に資する取組 

2030年のあるべき姿を実現するため、あるべき姿を構成する４つの要素ごとに、今後 3

年間に先導的に進める取り組みの概要を以下にまとめた。 

 

１）森の恵みを活かしたまちづくり 

z 森林関連事業（森のようちえんと森林セラピー）の拡大 

ゴール、 

ターゲット番号 

KPI（任意記載） 

 

 

 

15-4 指標：森林との共生（森のようちえん入園数、森林セラピー参加者） 

現在（2019年 2月）： 

森のようちえん入園数：30人  

森林セラピー参加者：500人 

2021年： 

森のようちえん入園数：30人 

森林セラピー参加者：1,000人 

現在推進している森林資源を活かした事業の持続性を高める。 

 

z 自伐林家の郷、林業の郷 

ゴール、 

ターゲット番号 

KPI（任意記載） 

 8-6 

15-4 

 

指標：新規自伐林業家の数 

現在（2019年 2月）： 

自伐林業家：15人 

2021年： 

自伐林業家：17人 

町有林の提供や、山林バンク、林業塾などにより、林業が生業となるための仕組みを作

る。 

 

z セラピーロードの整備 

ゴール、 

ターゲット番号 

KPI（任意記載） 

 

 

 

12-2 

12-8 

15-4 

指標：整備されたセラピーロード数 

現在（2019年 2月）： 

セラピーロード： 3箇所 

2021年： 

セラピーロード： 4箇所 

森林を資源として、町民の健康増進はもとより、都市部住民との交流・誘客・企業提携な

どを進めるためのインフラ整備。 
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２）安全・安心に暮らせる健康長寿のまちづくり 

z 食育と健康体操の普及促進 

ゴール、 

ターゲット番号 

KPI（任意記載） 

 11-3 

 

指標： 介護保険認定率（社会保障費の抑制を図る） 

現在（2019年 2月）： 

介護保険認定率： 17.2％ 

2021年： 

介護保険認定率： 20％ 

健やかで豊かな食生活を送れるよう家庭・保育園・学校・地域・生産者団体・関係機関・

行政が連携して食育を進めるとともに、いきいき百歳体操の普及促進を図る 

 

z 高齢者や一人暮らし家庭などの見守り事業 

ゴール、 

ターゲット番号 

KPI（任意記載） 

 11-3 

 

 

指標： 見守り安心ネット（お元気ですかメール）の利用者 

現在（2019年 2月）： 

利用者： 90人 

2021年： 

利用者： 100人 

情報通信格差是正のための光通信網と告知端末の維持管理と光通信網を活用した高

齢者見守りシステムの導入、要援護者情報の共有や緊急時連絡体制の整備。 

 

３）子どもから大人までの学びと成長のまちづくり 

z ちづ NEXT と百人委員会学生版 

ゴール、 

ターゲット番号 

KPI（任意記載） 

 11-3 

 

 

 

指標： 愛着・関心度の育みアンケート 

現在（2019年 2月）： 

実績なし 

2021年： 

愛着・関心度の向上 

中学生を対象にした学習プログラム。中学校 1年生で智頭

町を知る調査を実施し、2年生で百人委員会に企画提案、3

年生で企画実行する。本事業により本町への愛着を育み、将

来の担い手を育成することを狙いとしている。 
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z 起業支援 

ゴール、 

ターゲット番号 

KPI（任意記載） 

 

 

11-a 

12-8 

 

 

 

指標： 起業数 

現在（2019年 2月）： 

起業数：7社 

2021年： 

起業数：10社 

運転資金に関する補助制度の創設、クラウドファンディングの活用、商店街との連携に

よる空き店舗利活用。 

 

４）地域や家族のつながりでつくるまちづくり 

z 育みの郷 

ゴール、 

ターゲット番号 

KPI（任意記載） 

 12-8 

 

指標：豊かな自然環境で出産の喜びや子育ての感動 

現在（2019年 2月）： 

出生者： 37人 

2021年： 

出生者： 45人 

森林に囲まれた環境で出産の喜びや子育ての素晴らしさを感じることができる体制づく

り。 

 

（２）情報発信 

１） 域内向け 

z 対話型集会（ワークショップ）の開催 

 各地区の取り組みそれぞれが、SDGsの取り組みで説明できることや、SDGsのものさ

しを活用することで、目指すべき姿を明確にできるということを理解してもらうため、ワー

クショップを開催する。この開催を通して、一人ひとりが当事者意識をもち、活動への参

加数が増えることも狙う。 

 

z 広報誌を活用した情報発信 

 第 7次総合計画策定に伴い、町民に将来像と施策についてもわかりやすく説明した副

読本「智頭町の地図帖」を作成した。SDGs未来都市としての活動やプロジェクトメニュー

についても、「智頭町の地図帖」同様、アイコンやイラストを活用して可視化することで、

域内での SDGsの認知を図る。 

 



13 
 

２） 域外向け（国内） 

z 智頭町ホームページを活用した情報発信 

 智頭町ホームページを通じて、日本の中山間地域における住民自治の先進的な取り

組みを SDGsのものさしで再整理し、国内、更には世界に対して情報発信を行うととも

に、各方面からのフィードバックを得ることで、更なる活動の深化を目指す。 

 

z 「日本で最も美しい村連合」と連携した情報発信 

 本町も所属する NPO法人「日本で最も美しい村連合」は、小さくても美しい地域資源や

美しい景観を持つ自治体が集まり形成されている。加盟自治体には、既に SDGs未来

都市に選定されている自治体もあり、こうした自治体と連携することで情報発信力を高め

る。 

 

３） 域外向け（海外） 

z JICA研修員受入事業を活用した情報発信 

 少子化、都市への人口集中は、先進国だけなく東南アジアなどの開発途上国でも、見ら

れる現象である。開発途上国の村では、伝統を生かしながら、スモール・ビジネス、環境保

全、住民自治に取り組んでいる。本町は、開発途上国に先んじて、過疎化が進んだ村にお

ける行政とコミュニティ、住民が協働する行政のモデルケースとして、開発途上国から視察

に来る JICA研修員を受け入れ、お互いの経験を学びあうとともに、日本の中山間地域の

最先端の取り組みとして海外に発信する。 

 

 

（３）普及展開性（自治体ＳＤＧｓモデル事業の普及展開を含む） 

１） 他の地域への普及展開性 

 本町が抱える課題は日本全国の中山間地域、過疎地域と全く同じものである。特に国土

の約 7割が森林の森林大国である日本は、重要な資源である森林の保全や担い手育成

が課題となっており、その対応が急務となっている自治体は多い。住民自治、地方自治の

本旨に戻り、行政とコミュニティ、住民が協働して、森林資源を生かして、仕事を創設し、幼

児教育を行い、福祉の充実を図るまちづくりは、全国の中山間地域、過疎地域に普及でき

る可能性は非常に高い。 

 

２） 自治体ＳＤＧｓモデル事業の普及展開策 

集落（自治会）が共同体として性格を失いつつあることや、過疎地域における依存性、閉



14 
 

鎖性、保守性という伝統的体質といった、日本全国の

中山間地域が抱える課題に対し、住民主体による行

政はその特効薬となりうる。これまで注力してきた 智

頭町第 7次総合計画における「一人ひとりの人生に

寄り添えるまち」を目指す取り組みと、「地球上の誰一

人として取り残さない（leave no one behind）」といった

SDGsの考えを組み合わせることで、その取り組みを

より普遍的なものとし、モデル化し、智頭町第 7次総

合計画をわかりやすく解説した「智頭町の地図帳」の

ように可視化することで、他の自治体への導入容易性

を高める。 
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1.3 推進体制 

（１）各種計画への反映 

１） 智頭町第 7次総合計画 

 2017年に策定した智頭町第 7次総合計画の策定では、町民と行政が同じ将来像を共有

できるよう、町民ワークショップの開催やアンケートを実施した。策定された計画では、持続

可能な行政運営が可能となるまちの将来像を設定し、住民周知を図っている。今後は、毎

年度事業の進捗を点検・見直しする中で、SDGsの体系に沿って本計画を整理していく。  

２） まち・ひと・しごと智頭町総合戦略 

 2015年にまち・ひと・しごと智頭町総合戦略は、2019年を最終年度となっているため、点

検、見直しを行い、次期総合戦略策定においては、SDGsの理念に沿った策定を行う。 

（２）行政体内部の執行体制 

１） 執行体制のイメージ図 

町長を本部長、副町長を副本部長、各所属長及び各課若手職員で構成した推進本部を

設置する。 

 

 

２） 推進本部の役割  

本町の将来像や SDGsの理念の実現と、地方創生の深化を図り、中長期を見通した持

続可能なまちづくりの司令塔及びエンジンとしての役割を果たす。 
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３） 連携機関 

 推進本部での体制だけでなく、金融機関、智頭町商工会、鳥取大学、民間企業等との連

携を図る体制を構築する。 

 

４） SDGsプラットフォーム検討委員会 

2030年のあるべき姿に向けて、さらにモデル事業を推進するために、町民を含めたプラ

ットフォーム検討委員会を設置し、詳細設計を行う。 

 

5） SDGs 推進における進捗管理 

 2030 年のあるべき姿に向けた事業と、既に計画している智頭町第 7次総合計画の事業

との融合を図り、町全体での SDGs 事業推進の進捗管理を定期的に行う。また連携機関

から意見徴収を行い、本事業によって示 される SDGs に基づいたゴールとの関連性を確

認すると共に、KPI に基づいた事業成果の把握と改善に向けた取り組みを推進する。 

 

６） 協働する事業 

 本町の主要産業である林業を中心にした伝統・文化・風習の営みが、森林景観として、

2018年 2月に国の「重要文化的景観」に選定され、現在、保存計画を策定している。これ

は本計画の重要な役割を担うことから、智頭町 SDGsまちづくり推進本部と連携し推進す

る。 

（３）ステークホルダーとの連携 

１） 域内外の主体 

 本事業の中心は、町民と以下に示す、町民が組織するまちづくり団体である。智頭町第

7次総合計画に SDGsの理念を取り入れまちづくりを進めることを、参加型ワークショップ

の実施を通じて町民やまちづくり団体に周知していくことで、さらなる主体性の向上を図る。

主体性の向上と、SDGsを活用した社会的意義の明確化により、新たな活動が生まれるこ

とが期待され、さらなる地域経済の活性化にも繋がる。 

 

z 各地区振興協議会 

 SDGsの推進のためには、各地区との連携が必須であり、地区毎の合意形成やワークシ

ョップへの参加など事業推進の中心的な役割を担う。 

 

z 森林セラピー推進協議会 

 森林セラピー事業を町内各地での“地域づくり”として捉え、地域住民や都市住民との相

互交流につなげていけるように、事業目的や価値観を行政と地域住民が共有を推進する

役割を担う。 
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z 山人塾及び智頭ノ森ノ学ビ舎 

 森林に関係する様々な講座の開催により、森林に対する関心を高めるための入り口とし

て機能を有している山人塾と、林業に従事したい希望者に対し、スキルアップを図るために

若手林業家により構成された団体で、自伐型林業の普及促進の役割を担う。 

 

z NPO法人森のようちえんまるたんぼう 

 森林を子育てのフィールドとして活用し、子どもの主体的な遊びや学びを促すことを通じ、

感性の豊かさや身心の健康・体力、創造性や社会性、豊かな人間性を育くむことは、将来の

担い手育成としての役割を担う。 

 

z （一社）女性と子どものサポートセンターいのちね 

 出産、子育てに加え、女性の身体全般の相談や講座の開催により、女性が関わるライフ

サイクルの変化や悩みを共に考えることでサポートの充実を図るための役割を担う。 

 

２） 国内の自治体 

z NPO法人 最も美しい村連合（北海道美瑛町他 63自治体） 

 全国 64町村地域が加盟する「日本でもっとも美しい村連合」に智頭町は 2010年に加盟

している。連合としての発信力は高く、本連合と連携することで、加盟している他地域との

連携強化が可能となる。 

 

３） 海外の主体 

z 途上国・新興国の地方自治体 

今後、JICA研修員受入事業を通じて、海外の地方自治体と連携して、自然資源の活

用、住民自治、教育、福祉などの分野で役立つ取り組みを進めていく。今後、観光面でイン

バウンド促進を図る中で、訪れた方々とともに本町の取り組みを発展させていく。 
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2.1 自治体ＳＤＧｓモデル事業での取組提案 

（１）課題・目標設定と取組の概要 

（自治体ＳＤＧｓモデル事業名） 

 中山間地域における住民主体の SDGsまちづくり事業  

 

（課題・目標設定） 

 ゴール 11、ターゲット 3、a  

 ゴール 12、ターゲット 8 

 ゴール 15、ターゲット 4 

 ゴール 16、ターゲット 7 

 

（取組の概要） 

住民自治の確立を目指し、これまでコミュニティを中心にした地縁型の活動や、コミュニ

ティでは解決できない課題に対応したテーマ型の活動を実行してきた結果、町民、コミュニ

ティの主体性が生まれ、行政とコミュニティ、町民との協働意識も向上した。しかしながら、

人口減少が続く中で、本町のこれまでの取り組みが将来にわたって、持続可能であるか不

安がある。智頭町第 7次総合計画では、町民参加型の計画づくりを重視し、ワークショップ

やアンケート等により、「一人ひとりの人生に寄り添えるまち」を将来像に設定した。 

この将来像は、「地球上の誰一人として取り残さない（leave no one behind）」といった

SDGsの考え方と一致する。そこで、本町の取り組みが持続可能なものとなるように、

SDGsの考え方を取り入れて、これまでの取り組みを強化する。そのためには、これまでの

活動を一度検証するとともに、町民全員を巻き込み、新たな社会的ネットワークを導入した

プラットフォームつくりが必要である。構築したプラットフォームを通じて後述する三側面の

取り組みを行うことで、各取り組みのシナジー効果を生み出す。住民主体の SDGsのまち

として中山間部のモデル地域となることを目指す。 

 

（２）三側面の取組 

SDGsモデル事業における、経済、社会、環境の三側面について、それぞれの取

り組みは以下のとおり。 

 

 

 

 

２．自治体ＳＤＧｓモデル事業 （特に注力する先導的取組） 
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１） 経済面の取組：地域資源を活用した産業促進 

ゴール、 

ターゲット番号 

KPI 

 15-4 指標：訓練された林業後継者の数 

現在（2019年２月）： 

山人塾参加者： 313人 

森の学び舎参加者： 130人 

2021年： 

山人塾参加者： 400人 

森の学び舎参加者： 150人 

 8-3 

 

指標：新規ビジネス数 

現在（2019年２月）： 

1事業（きくらげ栽培） 

2021年： 

3事業 

 

① 次世代を担う林業後継者の確保、育成 

町有林の無償提供による林業就業環境の整備に加え、自伐型林業を含む林業者の育

成を行うことで、「智頭林業」を継承していく林業就労者の増加を図る。 

② 地域資源を活用したビジネス促進 

廃校となった 5つの空き校舎を地元住民が利活用方法を検討し、小規模ビジネスの誘

致やコミュニティビジネスの場として活用する。また、空き家のサブリースや民泊の実施と

いった地域資源を活用したビジネスアイデアを募集し、そのアイデアを実現させるサポート

をすることで町内の事業を促進する。 

（事業費） 

 ３年間（2019～2021年）総額：60,000千円 

 

２） 社会面の取組：安心して生活でき、支えあうまちづくり 

ゴール、 

ターゲット番号 

KPI 

 11-7 指標①：社会的マイノリティの百人委員会への参加人数 

現在（2019年２月）： 

利用者： 336人 

2021年： 

利用者： 450人 

 5-1 指標②：女性と子どものサポートセンター利用数 

現在（2019年２月）： 

利用者： 336人 

2021年： 

利用者： 450人 

 

① 包摂による百人委員会の進化 

百人員会にこれまで参加してこなかった社会的マイノリティや、行政に無関心な若者な

どを巻き込むことで、オープンイノベーションの場として進化させる。 
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② 育みの郷構想（女性と子どものサポートセンター） 
妊娠から出産、産後のケア、更年期障害など、女性の心と体をサポートし、安心して子

育てすることができる環境を本町に整え、町内のみならず周辺地域からの集客を図ること

で、これまでになかった新たな産業として本町を核とした「育みの郷」を展開する。特に、一

般社団法人女性と子どものサポートセンター「いのちね」と連携した女性と子どものサポー

トセンターでは、「仕事」「結婚」「出産」「育児」「介護」など、ライフサイクルの変化に伴う女

性の悩みを、一人ひとりに寄り添い、共に考え、その一歩を踏み出すお手伝いをする。 

 

（事業費） 

 ３年間（2019～2021年）総額：3,000千円 

 

3) 環境面の取組：自然環境を活かしたまちづくり 

ゴール、 

ターゲット番号 

KPI 

 15-4  指標①：森林・林業教育の推進 

現在（2019年 2月）： 

学習体験数：3回 

2021年： 

学習体験数：6回 

 11-a 指標②：くるくるプラン推進事業 

現在（2019年 2月） 

ゴミの削減量： 79.2t 

2021年 

ゴミの削減量： 79.2t 

 

① 木育の推進及び児童・生徒の学習体験 

2016年にウッドスタート宣言を行い、町内新生児に対して木製のおもちゃを贈呈してい

る。木に触れ合うことで森林に対する関心を幼児期から醸成し、加えて子育て世代へ向け

て木材の良さを普及する。さらに、町内小・中学校と連携して森林・林業教育をサポートす

る。 

 

② くるくるプラン推進 

一般家庭及び給食センターで搬出される生ごみを収集し、生ごみ液肥化することで生ご

みリサイクルを推進、また可燃物の搬出量の削減を目指す。 

 

（事業費） 

 ３年間（2019～2021年）総額：13,000千円 
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（３）三側面をつなぐ統合的取組 

（３－１）統合的取組の事業名（自治体ＳＤＧｓ補助金対象事業） 

（統合的取組の事業名） 

「稼ぎ」、「育み」、「支え合う」社会を持続させるための仕組み（プラットフォーム）構築事業 

 

（取組概要） 

SDGsの理念「地球上の誰一人として取り残さない」と、本町の第 7次総合計画の将来

像「一人ひとりの人生に寄り添えるまち」を実現するための仕組み（プラットフォーム）を構

築するために、次の取り組みをする。 

 

1) 新しい公共ガバナンスのあり方の検討 

これまで「日本１/0村おこし運動」や「百人委員会」といった住民自治、住民提案型行政

を推進するための事業を行い、効果が現れている。今後は、町内それぞれの地区におい

て、更なる住民自治の推進を図るとともに、中山間地域で、特に問題となっている少子高

齢化に起因する人口減少の影響による担い手不足、交通対策、高齢者の見守り等の対策

を行政だけで行うのではなく、各地区でも「稼ぎ」「育み」「支え合う」ことが必要となる。この

ため、町民と行政が一緒に価値を創造し、一緒に実行するといった新しい公共ガバナンス

（New Public Governance）のあり方を検討す

る。役場内に設置する「智頭町 SDGsまちづく

り推進本部」と連携する形で、SDGsまちづくり

協議会（名称仮）を組織して検討する。 

検討にあたって、開発途上国の農村開発で

使われている PRA（参加型農村調査手法）、

PLA（参加型学習と行動）、PCM（プロジェクト

サイクルマネジメント）といった参加型農村開

発の各種手法の活用を図り、調査を行い、現

状、問題点、今後の方向性の見える化を行う。 

 

2) 「稼ぐ」力を発揮できる組織づくり（地方推進交付金申請予定事業） 
各地区の振興協議会を基礎として、振興協議会に「稼ぐ」力を発揮できる組織づくりを行

う。既に、空き校舎を利活用したテナント収益を上げている振興協議会も存在している。今

後は、地区内に増え続ける空き家を活用したサービスを、地区が提供していくなど新しい

収益確保のカタチを自ら見いだすことで、コミュニティビジネスに役立つ組織づくりのための

仕組み（プラットフォーム）を構築する。 

 

 

PRA手法の様子 
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3) 「育む」ための仕組みづくり（地方推進交付金申請予定事業） 
これまでの「森のようちえん」「森林セラピー」など森林資源を活かして、ひとを「育む」取

り組みを行ってきた。「一人ひとりの人生に寄り添えるまち」を実現するため、このような取

り組みは、一層重要となり、「育みの郷構想」「新図書館建設」を推進している。それぞれの

取り組みが、「育む」ための持続可能な仕組み（プラットフォーム）となるようにする。 

 

4) 「支え合う」社会的ネットワークの構築と ICTの活用（地方推進交付金申請予定事業） 

WEBサイトの開設や SNS、アプリを活用したネットワークを構築することで、情報の集

約、価値の共有（例えば、『智頭町の地図帖』）、価値の協創（協働して価値を創る）を実現

する。また、これまでそれぞれ実施してきた取り組みを、ICTを活用して一つにまとめ共有

することで、取り組み間のシナジー効果を図る。具体的には、プラットフォームを活用して、

住民自治、住民提案型の行政システムの強化を図るほか、独居家庭の見守り、独居家庭

への福祉・交通情報提供、町に関する副読本の提供など、「誰一人取り残さない」、「一人

ひとりの人生に寄り添えるまち」になるためのプラットフォームづくりを進める。このことによ

り、「支え合う」住民自治の新たな仕組みづくりが可能となる。また、地域通貨やポイントの

付与といった地域経済に役立つ機能の付加も検討する。 

 

（事業費） 

 ３年間（2019～2021年）総額：58,000千円  

 

（統合的取組による全体最適化の概要及びその過程における工夫） 

 全ての取り組みの企画、モニタリング評価を構築したプラットフォームで実施することで、

情報の集中とリソースの効率化を図る。また、全ての事業が一元管理されることで、無駄を

なくすだけでなく、事業間の連携によるシナジー効果を生み出す。 

 

（３－２）三側面をつなぐ統合的取組による相乗効果等（新たに創出される価値） 

（３－２－１）経済⇔環境 

 

（経済→環境） 

KPI （環境面における相乗効果等） 

指標：間伐施業面積 

現在（2019年 2月）： 

間伐施業面積：405ha 

2021年： 

間伐施業面積：489ha 

プラットフォーム（三側面をつなぐ統合的取組）の活用により、経済面の「次世代を担う林

業後継者育成」への参加者が増加し、自伐林家が増えることが期待される。環境面におい
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て林業施業面積が増えるという相乗効果が創出され、林業景観が維持される。また、町内

に増え続ける空き家のサブリース等を地区が独自のコミュニティビジネスとして実施するこ

とで、リフォームの際の地元産材の活用が見込まれ、林業施業面積の増化に結び付き環

境保全に役立つ。 

 

（環境→経済） 

KPI （経済面における相乗効果等） 

指標：森林セラピーの参加者数（企業研修受入） 

現在（2019年 2月）： 

企業研修受入： 5回 70人 

2021年： 

企業研修受入： 6回 84人 

 プラットフォーム（三側面をつなぐ統合的取組）の活用により、環境面の森林資源の活用

が促進され、さらには情報発信力が高まることで、経済面において「森林セラピー」への参

加者（企業研修・個人）が増加するという相乗効果が創出される。また地元産材を使った空

き家の利活用により連携企業の宿泊場所が確保でき、雇用の創出へつながり経済効果を

生み出す。 

 

（３－２－２）経済⇔社会 

 

（経済→社会） 

KPI （社会面における相乗効果等） 

指標：百人委員会委員数、地域コミュニティ 

現在（2019年 2月）： 

法人格をもった団体： 7団体 

百人委員会委員数： 96人 

2021年： 

法人格をもった団体： 9団体 

百人委員会委員数： 180人 

 プラットフォーム（三側面をつなぐ統合的取組）の活用により、空き校舎や空き家の利活

用を含め、様々なコミュニティビジネスの展開により、社会面において、おもてなしなどの受

入体制が構築される。また、今以上に町民が行政と協働できる環境の整備により、百人委

員会でも委員数が増加し、町民視点での課題解決策が積極的に提案されることで、全体

的な活動人口の増加につながる。 

 

（社会→経済） 

KPI （経済面における相乗効果等） 

指標：生産年齢人口の増加 

現在（2019年 2月）： 

生産年齢人口（前年比）： △214人 

2021年： 

生産年齢人口（前年比）：△80人 
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プラットフォーム（三側面をつなぐ統合的取組）の活用により、百人委員会において、町

民目線での課題解決提案や、学生ならでは企画提案により、本町が挑戦しやすいまちと認

識される。特に、学生が参加することでふるさとを思う気持ちを育み、将来の担い手の育成

につながり、U ターンや移住などが増加することで経済面において、生産年齢人口の増加

につながる。 

 

（３－２－３）社会⇔環境 

 

（社会→環境） 

KPI （環境面における相乗効果等） 

指標：環境系の企画提案の数 

現在（2019年 2月）： 2提案 2021年： 5提案 

 林業景観が国の「重要文化的景観」に選定されたことを受け、プラットフォーム（三側面を

つなぐ統合的取組）の活用により、本町の優れた自然環境を改めて町民へ啓発すること

で、百人委員会での企画提案では、景観、環境を意識した企画提案が増加する。 

 

（環境→社会） 

KPI （社会面における相乗効果等） 

指標：環境の維持による定住・関係人口の増加 

現在（2019年１月）： 

社会増減の抑制： △125人 

疎開保険加入者数： 164人 

2021年： 

社会増減の抑制： △50人 

疎開保険加入者数： 200人 

 

プラットフォーム（三側面をつなぐ統合的取組）の活用により、自伐林業家の育成や空き

家利活用等につながり、自然豊かな環境の維持・保全が推進され、さらには森林資源を活

用したまちづくり（森林セラピーや森のようちえん）のモデルとなることで、町民の自信へつ

ながることや、智頭町の魅力が高まることで、自然と共生したい世帯の定住により、社会増

減が抑制されていく。さらには、本町の独自施策である疎開保険の加入者増加し、関係人

口の増加へつながる。 
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（４）多様なステークホルダーとの連携 

統合的取組で構築するプラットフォームには、前述したワークショップなどの活動を通じ

て本町に存在するすべてのステークホルダーの参画を図るが、その中でも重要な役割を

果たすステークホルダーを以下に整理した。 

 

団体・組織名等 モデル事業における位置付け・役割 

地区振興協議会 協創を生み出すための内的な機関として、地縁型課題解

決における受け皿としての役割 

智頭町百人委員会 協創を生み出すための内的な機関として、テーマ型課題解

決における受け皿としての役割 

森林セラピー推進協議会 森林資源を活かして人を育み、都市部企業等との関係人

口創出を図るとともに、森林セラピーの普及促進の役割 

NPO法人森のようえんま

るたんぼう 

森林資源を活かした子育て、教育の視点から、都市部住民

との関係人口創出の役割 

智頭ノ森ノ学ビ舎 林業従事者育成のため、スキルアップ研修や新規林業従

事者の相談役として役割 

山人塾 山での時間、暮らしを豊かにする情報を提供し、林業や森

林へ関心を高める役割 

（一社）智頭町観光協会 観光の視点から、都市部住民や町民との架け橋として、関

係人口創出の役割 

民間企業（環境系） プラットフォームが財務的に自立するための、収入源 

金融機関 新規事業を行うための資金提供者としての役割 

 

 

（５）自律的好循環 

 

（事業スキーム） 

地域内で循環型経済の進展や人的資産の交流をするためにも、プラットフォームが有効

である。智頭町 SDGsまちづくり推進本部を中心に、自律的好循環を創出するプラットフォ

ーム構築に向けて町民、まちづくり団体を交えて検討していく。オープンにできるデータに

ついては、積極的に町民に解放し、アクセス可能とすることで開かれた行政を目指す。そこ

を起点として、様々な課題に向けた取り組みを町民主体で行い、住民自治の更なる発展及

び進化を果す。 
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スキーム図 

 

（将来的な自走に向けた取組） 

高齢者・障害者福祉、子育て、交通など町が抱える様々な課題について、行政だけで解

決することは難しい環境になっている。これらを解決するために重要な取り組みは、各地区

を中心に、それぞれの団体、住民が「稼ぎ」「育み」「支え合う」仕組みづくりを整備し、協創

することである。 

このため、町民と行政が一緒に価値を創り、一緒に実施する新しい公共ガバナンス

（New Public Governance）を築くことが最も重要であり、その仕組みづくりにおいて、金融機

関を含め、町内外の様々な分野のプロフェッショナルとのネットワークを強化することで、地

域内で「稼ぎ」「育み」「支え合う」持続可能な社会の構築を目指す。 

 

（６）資金スキーム 

 

（総事業費） 

 ３年間（2019～2021年）総額：133,900千円 

（千円） 

 経済面の取組 社会面の取組 環境面の取組 
三側面をつな

ぐ統合的取組 
計 

2019年度 20,000 1,000 4,300 28,000 53,300 

2020年度 20,000 1,000 4,300 15,000 40,300 
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2021年度 20,000 1,000 4,300 15,000 40,300 

計 60,000 3,000 12,900 58,000 133,900 

 

（活用予定の支援施策） 

支援施策の名称 
活用予定

年度 

活用予定額 

（千円） 
活用予定の取組の概要 

地方創生推進交付金（内閣

府） 
2020 9,000 

三側面をつなぐ統合的取組のプラットフォ

ーム構築に係る部分について、活用予定。 

地方創生推進交付金（内閣

府） 
2021 7,500 

三側面をつなぐ統合的取組のプラットフォー

ム構築に係る部分について、活用予定。 

 

（民間投資等） 

 資金については、公的負担をはじめ有利な補助事業の活用を検討している。また金融機

関との連携により、財源確保のアドバイスを含め検討していく。 
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（７）スケジュール 

 取組名 2019年度 2020年度 2021年度 

統
合 

「稼ぎ」、「育み」、「支え

合う」社会を持続させる

ための仕組み（プラット

フォーム）構築 

 

 

 

 

 

  

経
済 

次世代を担う林業後継

者の確保、育成 

 

地域資源を活用したビ

ジネス促進 

   

社
会 

包摂による百人委員会

の進化 

 

育みの郷（いのちね） 

   

環
境 

木育の推進及び児童・

生徒の学習体験 

 

くるくるプラン推進 

   

SDGs まちづくり推進

本部と協議会の設置 

（～9月） 

プラットフォー

ム素案の策定調

査・ワークショ

ップの実施 

（～12月） 

プラットフォー

ム機能の確定 

（～１月） 

SDGs協議会を中心とした情報共有 

プラットフォームで資源活用のビジネスアイデア

協議とブラッシュアップ 

評価・改善 

新百人委員会の試験運用 本格運用及び検証 
参加型ワークショップによる

社会的マイノリティの巻込み 

（～10月） 

WEBサイト、SNS、

アプリの実装 追加機能の実装 

プラットフォームを活用した情報発信 各取り組みのモニタリング評価 

育成プログラムの実施 

育成プログラムの有料化 

を検討 

サポートセンターの課

題分析（～12月） 
女性向けサービスの拡充 広報活動 

参加型による教育プロ

グラムの作成（～1月） 教育プログラムの運用・検証 

地域と連携した啓発活動 リサイクルの運用・検証 

評価・改善 

 

企画提案（12月） 



自治体ＳＤＧｓモデル事業提案概要（提案様式２） 

事業名：中山間地域における住民主体の SDGsまちづくり事業 提案者名：鳥取県智頭町 

取組内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●次世代を担う林業後継者の確保、育成 

●地域資源を活用したビジネス促進 

●木育の推進及び児童・生徒の学習体験 

●くるくるプラン（生ごみリサイクル） 

経済 

環境 

三側面をつなぐ統合的取組 

「稼ぎ」、「育み」、「支え合う」社会を持続させ

る仕組み（価値共創プラットフォーム）構築事業 

●包摂による百人委員会の進化 

●育みの郷 

社会面の相乗効果① 

生産年齢人口の増加 

経済面の相乗効果① 

活動人口の増加 

環境面の相乗効果① 

企業研修ビジネスの拡大 
環境面の相乗効果② 

定住・関係人口の増加 

社会面の相乗効果② 

環境関連の政策提案の増加 
 
 

環境にかかる政策提案の増加 
 

「一人ひとりの人生に寄り添えるまち」を将来像とし、百人委員会や日本 1/0村おこし運動の実施など、これまで町
民が主体となる活動を積極的に実施してきたことで、住民自治や住民が提案できる枠組みが構築されている。 
この強みを深化させ SDGsの視点から将来像を具体化し、住民主体の SDGsのまちとして我が国における中山間地域
のモデル事業となることを目指す。 

課題Ａ…地域資源を活用した産業促進 

経済面の相乗効果② 

手入れされた森林面積の拡大 
 

課題Ｃ…自然環境を生かしたまちづくり 

社会 

課題Ｂ…安心して生活でき、支えあうまちづくり 
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0歳
30
歳

歳
10

歳
20

歳
40

子
ど
も
た
ち
が

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に

01 02 03 04 05

保
小
中
連
携
に
よ
る
教
育
活
動
の
向
上

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
に
よ
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実

学
校
評
議
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
学
校
運
営

教
職
員
の
教
育
力
の
充
実

学
校
現
場
で
の
IC
T機
器
の
活
用

教
育

教
育

教
育

教
育

教
育

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

児
童
生
徒
の
顔
が
見
え
る
少
人
数
学
級
の
実
施

学
校
不
適
応
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
と
連
携
の
推
進

学
校
と
家
庭
の
連
携
に
よ
る
良
好
な
生
活
習
慣
の
定
着

教
育
教
育
教
育
教
育

06 07 08 09

子
ど
も
た
ち
の

心
も
身
体
も
健
や
か
に

安
心
安
全
な
学
校
給
食
の
提
供

調
理
機
器
等
の
計
画
的
な
更
新

森
の
よ
う
ち
え
ん「
ま
る
た
ん
ぼ
う
」の
事
業
支
援

給
食

給
食

教
育

06 07 08

体
力
向
上
の
た
め
の
学
校
で
の
活
動
の
充
実

中
学
校
の
部
活
動
の
充
実

食
育
の
推
進

教
育
教
育
福
祉

03 04 05

移
住
・
定
住

す
る
な
ら

出
会
い
の
場「
恋
活
」

空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実

移
住
定
住
事
業
の
積
極
的
な
推
進

町
営
住
宅
の
建
設

企
画

企
画

企
画

税
務

03 04 05 06

安
心
し
て

子
育
て
を
す
る
な
ら

特
別
支
援
学
校
通
学
児
童
生
徒
の

　
支
援
と
保
護
者
負
担
の
軽
減

在
宅
育
児
世
帯
へ
の
支
援
の
推
進

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
推
進

子育
て支
援ネ
ット
ワー
ク協
議会
の取
組み
の推
進

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
特
別
保
育
の
継
続

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
と

　
家
庭
訪
問
事
業
に
よ
る
母
子
指
導
の
推
進

教
育

教
育

教
育

教
育

教
育

教
育

07 08 09 10 11 12

地
域
の
助
け
合
い
を

支
え
る
た
め
に

自
主
防
災
組
織
の
育
成
お
よ
び
活
動
支
援
総
務

01
仲

消
防
団
活
性
化
対
策
の
推
進

総
務

02
仲

赤
ち
ゃ
ん
が
す
く
す
く

育
つ
よ
う
に

01 02
乳
幼
児
等
保
健
相
談
事
業
の
推
進

幼
児
健
康
診
査
事
業
の
推
進

福
祉

福
祉

健 健

森
林
・
林
業
を

学
べ
る
よ
う
に

智
頭
農
林
高
校
と
の
連
携

森
林
・
林
業
教
育
の
推
進（
児
童
・

　
生
徒
の
学
習
体
験
、木
育
の
推
進
等
）

企
画
山
村

16 17

郷
土
愛
を

育
て
ら
れ
る
よ
う
に

ち
づ
NE
XT

地
域
の
良
さ
と
歴
史
文
化
な
ど
、

　
郷
土
を
大
切
に
す
る
学
習
の
導
入

企
画
教
育

14 15

生
き
る

力
を
育
む
た
め
に

国
際
感
覚
の
醸
成（
韓
国
江
原
道

　
楊
口
郡
と
の
交
流
と
英
語
教
育
の
充
実
）

学
校
図
書
館
の
充
実（
学
校
司
書

　
配
置
継
続
と
図
書
館
と
の
連
携
強
化
）

智
頭
町
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
教
育

　（
成
果
の
検
証
と
さ
ら
な
る
向
上
対
策
の
推
進
）

青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進

教
育

教
育

教
育

教
育

10 11 12 13

総
務
=
総
務
課

企
画
=
企
画
課

税
務
=
税
務
住
民
課

福
祉
=
福
祉
課

地
域
=
地
域
整
備
課

地
籍
=
地
籍
調
査
課

山
村
=
山
村
再
生
課

水
道
=
水
道
課

教
育
=
教
育
課

給
食
=
給
食
セ
ン
タ
ー

病
院
=
智
頭
病
院

町
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
わ
せ
た
事
業
 

智
頭
町
役
場
事
業

担 当 課

事 　 業

総
合
計
画
事
業

総
合
戦
略
事
業

課 課

視 　 点
家
族

健
康

仕
事
仲
間
づ
く
り

学
び

環
境
整
備

子
ど
も
を

産
む
な
ら

企
画

02
妊
婦
保
健
相
談
事
業
の
推
進

福
祉

育
み
の
郷

01

事
業
は
全
て
の
世
代
に
関
わ
る
も
の

で
す
が
、
主
に
対
象
と
な
る
世
代
を

分
か
り
や
す
く
整
理
し
た
も
の
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
な
ら

企
画

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

商
店
街
と
の
協
働
・
連
携
に
よ
る
活
性
化
企
画

企
画

起
業
・
創
業
及
び
既
存
企
業
事
業
拡
大

　
に
伴
う
資
金
確
保
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築

01
02 03

農
林
業
を

は
じ
め
る
な
ら

地
域

山
村

山
村

山
村

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
た
活
動
へ
の
支
援

自
伐
林
家
の
郷

林
業
の
郷

多
様
な
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　
農
産
物
づ
く
り
の
推
進（
自
然
栽
培
）

山
村

山
村

山
村

山
村

林道
整備
の推
進及
び、
既設
林道
の維
持管
理の
実施

次
世
代
を
担
う
林
業
後
継
者
の

　
確
保
・
育
成
、
自
伐
林
家
の
育
成

地
元
原
木
市
場
へ
の
原
木
安
定
供
給
の
支
援

木材
利用
の推
進
(新
需要
喚起
、バ
イオ
マス
利用
等
)

04 05 06 07

08 09 10 11



歳
40

歳
50

60
歳

70
歳

80
歳

農
林
業
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
に

智
頭
宿
特
産
村
の
活
性
化

地
産
地
消
の
推
進

本
物
の
農
産
物
供
給
体
制

低
コ
ス
ト
林
業
の
推
進

木
の
宿
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
支
援

企
画
山
村
山
村
山
村
山
村

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
農
業
生
産（
農
産
物
加
工
）の
支
援

有
害
鳥
獣
対
策（
侵
入
を
防
ぐ
対
策
、

　
個
体
数
を
減
ら
す
対
策
）へ
の
支
援

集
落
営
農

山
村

山
村

山
村

15 16 17 18 19

20 21 22

生
き
が
い
を
も
っ
て

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

イ
ベ
ン
ト
活
性
化
促
進
事
業

ゼ
ロ
イ
チ
の
更
な
る
発
展

ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
の
連
携
強
化

疎
開
保
険
事
業

企
画

企
画

企
画

企
画

空
き
校
舎
活
用
推
進

空
き
校
舎
等
利
活
用
研
究
事
業

地
区
体
育
館（
空
き
校
舎
）の
生涯
学習
・交
流の
場と
して
の活
用

企
画

企
画

教
育

03 04 05 06

07 08 09

介
護
予
防
事
業
の
推
進

介
護
給
付
費
の
適
正
化
事
業
の
推
進

福
祉
福
祉

介
護
に

備
え
て

10 11

健
康
に

生
活
す
る
た
め
に

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
・
各
種
健
康
教
室
・

　
健
康
相
談
・
家
庭
訪
問
の
充
実

福
祉

09

仕
事
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
に

企
業
支
援
事
業

商
店
街
と
の
連
携
に
よ
る
空
き
店
舗
の
活
用
検
討
企
画

企
画

公
共
工
事
等
へ
の
地
元
企
業
製
品
の
積
極
的
な
使
用

企
画

12 13
14

地
域
資
源
を
活
か
し
た
仕
事
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
に

疎
開
と
癒
や
し
の
郷

中
長
期
受
入
施
設
整
備
事
業（
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
等
）

地
域
資
源
を
循
環
、
有
効
活
用
す
る

企
画

企
画

山
村

智
頭
町
ま
る
ご
と
民
泊
の
積
極
的
推
進

森
林
セ
ラ
ピ
ー
商
品
の
開
発

森
林
環
境
の
保
全
整
備（
竹
林
の
整
備・
拡
大
防
止
等
）

山
村
山
村
山
村

23 24 25

26 27 28

総
務
=
総
務
課

企
画
=
企
画
課

税
務
=
税
務
住
民
課

福
祉
=
福
祉
課

地
域
=
地
域
整
備
課

地
籍
=
地
籍
調
査
課

山
村
=
山
村
再
生
課

水
道
=
水
道
課

教
育
=
教
育
課

給
食
=
給
食
セ
ン
タ
ー

病
院
=
智
頭
病
院

町
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
わ
せ
た
事
業
 

智
頭
町
役
場
事
業

担 当 課

事 　 業

総
合
計
画
事
業

総
合
戦
略
事
業

課 課

視 　 点
家
族

健
康

仕
事

仲
間
づ
く
り

学
び

環
境
整
備

事
業
は
全
て
の
世
代
に
関
わ
る
も
の

で
す
が
、
主
に
対
象
と
な
る
世
代
を

分
か
り
や
す
く
整
理
し
た
も
の
で
す
。



全
世
代

80
歳

90
歳

安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
に

地
域
の
情
報
を

発
信
す
る
な
ら

支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り

町民
の健
康づ
くり
を目
指し
た健
康ち
づ
21の
見直
し

町
民
の
健
康
に
対
す
る
意
識
の

　
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
推
進

町
民
の
健
康
増
進
の
た
め
の
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の
活
用

看
護
師
確
保
対
策
の
強
化

医
療
設
備
・
機
器
の
整
備

医
師
確
保
対
策
の
強
化

福
祉
福
祉

山
村
病
院
病
院
病
院

12 13 14 15 16 17

ま
ち
の
観
光
素
材
を
盛
り
込
ん
だ

　
旅
行
商
品
の
開
発
と
効
果
的
な
広
告
宣
伝

智
頭
フ
ァ
ン
の
獲
得

企
画

企
画

29 30

人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り

情
報
公
開
条
例
・
個
人
情
報
保
護
条
例

　
に
基
づ
く
円
滑
な
情
報
公
開
の
推
進

買
い
物
弱
者
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

相
談
支
援
体
制
の
充
実（
障
害
者
自
立
支
援
）

地
域
生
活
支
援
事
業（
障
害
者
自
立
支
援
）

世
帯
を
横
断
す
る
低
所
得
者

　
対
策
事
業（
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
）

総
務

総
務

企
画

福
祉

福
祉

福
祉

16 17 18 19 20 21

施
設
の

整
備
や
管
理

エ
コ
活
動
の

推
進

消
防
・
救
急

税
務

税
務

く
る
く
る
プ
ラ
ン
推
進
事
業

資
源
回
収
な
ど
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組

21 22
鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
に

　
よ
る
消
防
・
救
急
体
制
の
維
持
・
充
実

災
害
対
策
体
制
の
確
立

高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
家
庭
な
ど
の

　
安
全・
安
心
に
つ
な
が
る
見
守
り
事
業
の
推
進

総
務

総
務
福
祉

23 24 25

良
好
な

景
観
の
整
備

交
通
網
の

整
備

公
民
連
携
事
業
の
積
極
的
な
検
討
及
び
実
行

智
頭
宿
の
町
並
み
整
備
と
事
業
展
開
の
推
進

情
報
イ
ン
フ
ラ
の
更
新

老
朽
化
施
設
更
新
事
業（
下
水
道
）

地
方
特
定
道
路
整
備
及
び
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

町
道
及
び
橋
梁
の
計
画
的
な
整
備
と
長
寿
命
化
計
画

ふ
る
さ
と
整
備
土
木
事
業

地
籍
調
査
事
業

町
内
各
地
へ
の
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の
整
備

水
洗
化
率
向
上
対
策
事
業

老
朽
管
更
新
事
業

老
朽
施
設
更
新
事
業（
上
水
道
）

国・
県・
町
の
連
携
に
よ
る
通
学
路
等
の
整
備
検
討

新
図
書
館
建
設
事
業

企
画
企
画
企
画
税
務
地
域
地
域
地
域
地
籍
山
村
水
道
水
道
水
道
教
育
教
育

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14

良
好
な
景
観
形
成
に
向
け
た
周
知

案
内
サ
イ
ン
等
の
統
一
デ
ザ
イ
ン
化

ポ
イ
捨
て
禁
止
等
の
看
板
の
設
置

企
画

企
画

税
務

18 19 20

町
民
バ
ス
の
更
新

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

除
雪
事
業

企
画

企
画

地
域

15 16 17

生
涯
学
習
の

ス
テ
ー
ジ
づ
く
り

町
外
と
の

交
流

自
分
た
ち
で
始
め
る

地
域
の
取
り
組
み

18 19 20 21 22 23 24

図
書
館
を
中
心
に
し
た
賑
わ
い
創
出

各文
化サ
ーク
ルの
活動
支援
と参
加者
の加
入促
進

文
化
財
保
護
・
活
用
方
策
の
明
確
化

地
域
伝
統
文
化
の
後
継
者
育
成

各
地
区
公
民
館
の
地
域
の

　
生
涯
学
習
拠
点
施
設
と
し
て
の
明
確
化

各
地
区
公
民
館
と
中
央
公
民
館
の

　
役
割
の
明
確
化
と
連
携
強
化
の
促
進

図
書
館
事
業

教
育
教
育
教
育
教
育
教
育

教
育

教
育

観
光
協
会
の
機
能
強
化

東
部
圏
域
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
自
治
体
と
の

　
連
携
に
よ
る
移
住
定
住
促
進
及
び
広
域
観
光
事
業

板
井
原
集
落
を
活
用
し
た
交
流
観
光
の
推
進

国
内
交
流
事
業
の
積
極
的
な
推
進

国
際
交
流
の
推
進

情
報
発
信
の
強
化

国
内
外
へ
効
果
的
な
PR
宣
伝

企
画

企
画

企
画

企
画

企
画

企
画

企
画

13 14 15 16 17 18 19

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

百
人
委
員
会

総
合
計
画
周
知
及
び
実
践
事
業（
検
証
含
む
）

企
画

企
画

企
画

10 11 12

高
齢
者
も
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
に

高
齢
者
等
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

成
年
後
見
制
度
等
の
活
用
に

　
よ
る
高
齢
者
の
権
利
擁
護
の
推
進

相
談
支
援
体
制
の
充
実（
高
齢
者
）

福
祉

福
祉

福
祉

13 14 15

家 家 家

総
務
=
総
務
課

企
画
=
企
画
課

税
務
=
税
務
住
民
課

福
祉
=
福
祉
課

地
域
=
地
域
整
備
課

地
籍
=
地
籍
調
査
課

山
村
=
山
村
再
生
課

水
道
=
水
道
課

教
育
=
教
育
課

給
食
=
給
食
セ
ン
タ
ー

病
院
=
智
頭
病
院

町
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
わ
せ
た
事
業
 

智
頭
町
役
場
事
業

担 当 課

事 　 業

総
合
計
画
事
業

総
合
戦
略
事
業

課 課

視 　 点
家
族

健
康

仕
事
仲
間
づ
く
り

学
び

環
境
整
備

事
業
は
全
て
の
世
代
に
関
わ
る
も
の

で
す
が
、
主
に
対
象
と
な
る
世
代
を

分
か
り
や
す
く
整
理
し
た
も
の
で
す
。















































 

 

 

 

 

 

 



 

 







 

 

 

 



















智
頭
町
の
地
図
帖

第
7
次
智
頭
町
総
合
計
画
副
読
本

第 7 次 智 頭 町 総 合 計 画 副 読 本 ｜ 智 頭 町 の 地 図 帖 ｜ 智 頭 暮 ら し の 道 し る べ

第
7
次
智
頭
町
総
合
計
画
 副
読
本

2
0
1
7
-
2
0
2
6

一 人 ひ と り の 人 生 に 寄 り 添 え る ま ち へ

智 頭 暮 ら し の智 頭 暮 ら し の 道 し る べ道 し る べ



智
頭
町
の
地
図
帖

智
頭
暮
ら
し
の
道
し
る
べ

第
7次
智
頭
町
総
合
計
画
副
読
本



　
総
合
計
画
と
は
、
地
方
自
治
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
上
で
基
盤
と
な

る
計
画
で
あ
り
、
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
や
将
来
像
、
そ
の
実
現
の
手
段

な
ど
を
総
合
的
、
体
系
的
に
示
す
も
の
で
す
。
第
7次
総
合
計
画
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
智
頭
町
で
暮
ら
す
た
く
さ
ん
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で

智
頭
町
の
こ
れ
か
ら
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
智
頭
町
が
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
も
の
を
活
か
し
、
町
民
と
行
政
が
連
携
し
あ
い
、
共
通
の
ま
ち

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
町
の
事
業
を
、
生
ま
れ
て
か
ら
最
後
の

日
ま
で
、
ど
の
年
代
に
関
係
す
る
か
を
整
理
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
導
き
出
し

た
5つ
の
視
点
を
軸
に
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
策
定
し
た
第
7次
総
合
計
画
は
、
第
6次
総
合
計
画
の
将
来
像
を
基

本
に
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
移
行
す
る
だ
け
で
な
く
、
町
民
と
行
政
が
共
通
の
目

標
に
向
か
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
の「
道
し
る
べ
」と
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
手
助
け
と
な
る
材

料
を
、
地
図
帖
の
ス
タ
イ
ル
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
ま
ち
の
取
り
組
み
を
住
民
の
み
な
さ
ん
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、
暮
ら

し
に
活
か
し
、
様
々
な
場
面
で
町
民
と
行
政
が
よ
り
よ
い
関
係
を
つ
く
る
こ
と

を
め
ざ
し
、
こ
の「
智
頭
町
の
地
図
帖
」を
活
用
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

は じ め に

ま
ち
と
生
き
る
た
め
に
役
立
つ
情
報
の
地
図
帖

人
口
分
布
地
図

ゼ
ロ
イ
チ
・
百
人
委
員
会
活
動
地
図

総
合
戦
略
活
動
地
図

地
域
と
人
の
活
動
地
図

活
用
で
き
る
場
所
・
公
園
地
図

24 26 28 30 32第
２
章

ま
ち
の
取
り
組
み
と
人
生
の
関
わ
り
が
わ
か
る
地
図
帖

0～
10
代
へ
の
取
り
組
み

20
代
～
30
代
へ
の
取
り
組
み

30
代
～
40
代
へ
の
取
り
組
み

50
代
～
60
代
へ
の
取
り
組
み

60
代
以
上
へ
の
取
り
組
み

36 38 40 42 44第
３
章

付
録

総
合
計
画
 ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
マ
ッ
プ

50
音
索
引

46 52も
く
じ

は
じ
め
に

04 ６
つ
の
地
区
の
個
性
が
わ
か
る
地
図
帖

第
１
章

08 10 12 14 16 18 20

6地
区
と
旧
小
学
校
の
校
歌

智
頭
地
区
　
個
性
豊
か
で
、
粋
な
ま
ち
。

山
形
地
区
　
強
い
思
い
と
、
実
行
力
。

那
岐
地
区
　
明
る
く
て
、
人
情
に
厚
い
。

土
師
地
区
　
一
人
ひ
と
り
の
技
が
光
る
。

富
沢
地
区
　
ま
じ
め
で
、
和
を
大
事
に
す
る
。

山
郷
地
区
　
地
元
愛
と
底
力
が
あ
る
。



６
つ
の
地
区
の

個
性
が
わ
か
る
地
図
帖

1
章

智
頭
町
に
は
、「
智
頭
」「
山
形
」「
那
岐
」「
土
師
」「
富
沢
」「
山
郷
」

の
6つ
の
地
区
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
6つ
の
地
区
に
は
独
特
の

風
土
と
個
性
が
あ
り
、
そ
の
地
区
が
歩
ん
だ
歴
史
が
、
現
在
の

様
子
に
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
住
む
地
区
は
ど
う

い
う
個
性
を
も
っ
て
い
る
の
か
。
他
の
地
区
に
は
ど
ん
な
個
性

が
あ
る
の
か
。
掲
載
さ
れ
た
6地
区
の
歴
史
、
取
り
組
み
、
見
ど

こ
ろ
な
ど
か
ら
、
地
区
の
個
性
を
読
み
取
り
、
理
解
を
深
め
て

く
だ
さ
い
。



「
智
頭
」「
山
形
」「
那
岐
」「
土
師
」「
富
沢
」「
山
郷
」の
6つ
の
地
区
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
が
あ
り
ま

し
た
が
、
児
童
の
数
が
少
な
く
な
り
、
平
成
24
年
に
智
頭
小
学
校
一
校
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
旧
小
学
校
の
校
舎
の
活
用
の
た
め
に
、
各
地
区
で
様
々
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
地
区
の
想
い
や
風
景
、
風
物
が
詰
ま
っ
た
、
懐
か
し
い
校
歌
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

﹇ 作 詞 ﹈ 小 倉 林 一 ﹇ 作 曲 ﹈ 小 幡 義 之

せ い ら ん わ た る 那 岐 山 の

ふ も と の み ど り 香 も 高 く

か が や き 立 て る わ が 校 舎

は え あ る 歴 史 さ ん と し て

昔 を 今 に 咲 き か お る

あ あ 父 母 の た ゆ み な き

は げ み を 今 に う け つ ぎ て

理 想 の は た の な び く も と

も ゆ る 希 望 を 胸 に し め

学 び の 庭 に い そ し ま ん

の び る 若 木 と 意 気 高 く

日 ご と に そ だ つ わ が い の ち

高 き 知 性 と 純 情 の

久 遠 の 花 と 咲 き 出 で ん

平 和 の 里 の 朝 ぼ ら け

春 秋 永 久 に 色 か え ぬ

常 盤 の 木 々 の 　 伸 び 栄 ゆ

若 杉 山 に 　 抱 か れ し

平 和 の 里 の 　 学 び 舎 は

吾 等 健 児 の 　 誇 り な れ

春 雪 融 け て 　 志 戸 坂 の

嶺 よ り 落 つ る 　 玉 水 は

窓 辺 に 近 く 　 せ せ ら ぎ て

学 び の 道 を 　 ひ と 筋 に

歩 む 吾 等 に 　 希 望 あ り

﹇ 作 詞 ﹈ 岡 田 栄 治 ﹇ 作 曲 ﹈ 小 林 哲 男

﹇ 作 詞 ﹈ 谷 本 喜 久 男 ﹇ 作 曲 ﹈ 小 泉 恵

若 草 萌 え る 　 穂 見 山

い つ で も じ っ と 　 み つ め て る

そ う だ 元 気 に す く す く と

伸 び る 土 師 っ 子 　 誇 り あ り

高 い 理 想 に 　 胸 は っ て

清 い 流 れ の 　 土 師 川 は

心 の 友 よ 　 仲 よ し だ

そ う だ 素 直 に 　 の び の び と

育 つ 土 師 っ 子 　 望 み あ り

君 も 私 も 　 手 を と っ て

雨 や 嵐 に 　 負 け な い で

学 び の 道 を 　 一 筋 に

そ う だ た ゆ ま ず 　 つ ら 抜 い て

磨 く 土 師 っ 子 　 光 あ り

永 久 に 栄 え あ れ 　 わ が 母 校

﹇ 作 詞 ・ 作 曲 ﹈ 横 原 正 男 ・ 長 石 昭 太 郎 ・ 福 本 尚 士

牛 ぶ せ 山 の 　 杉 の 木 は

光 を 求 め 　 す く す く と

君 も わ た し も 　 杉 の 子 だ

そ う だ 　 し っ か り 　 の び る の だ

強 く 　 正 し く 　 の び る の だ

青 い お 空 に 　 山 な み は

み ん な が 肩 を 　 な ら べ て る

君 も わ た し も 　 山 の 子 だ

そ う だ 　 な か よ く 　 進 む の だ

明 る く 　 元 気 に 　 進 む の だ

き れ い な 水 に 　 く ろ い 土

さ く よ 心 の 　 き よ い 花

君 も わ た し も 　 ち づ の 子 だ

そ う だ 　 つ ぼ み だ 　 ひ ら く の だ

の ぞ み 　 高 く 　 ひ ら く の だ

﹇ 作 詞 ﹈ 川 田 毅 一 ﹇ 作 曲 ﹈ 寺 谷 雅 夫

若 い 穂 杉 の 　 た く ま し く

め ぐ る 山 　々 肩 を 組 み

み ん な 仲 よ く 　 す こ や か に

大 空 高 く 　 伸 び て 行 く

あ あ わ れ ら 　 山 形 小 学 校

北 股 川 の 　 清 ら か な

流 れ 豊 か に 　 澄 む 水 の

み ん な 正 し く 　 美 し い

心 の 泉 　 受 け つ い で

あ あ わ れ ら 　 山 形 小 学 校

草 城 の 峰 に 　 湧 き 上 が る

雲 大 い な る 　 夢 を 乗 せ

み ん な 希 望 に 　 輝 い て

は る か に こ だ ま 　 呼 び 交 わ す

あ あ わ れ ら 　 山 形 小 学 校

校
歌

旧
小
学
校

6
地
区
と

の

﹇ 作 詞 ﹈ 建 部 十 郎 ﹇ 作 曲 ﹈ 有 本 瞳 日 月

朝 日 に 輝 く か ご 山 を

せ お い て こ こ に 立 つ 校 舎

庭 の 桜 も 照 り 映 え て

今 日 も 我 等 の 鐘 が 鳴 る

鐘 が 鳴 る

水 清 ら か な 新 見 川

若 あ ゆ の ご と は つ ら つ と

我 等 山 の 子 集 い つ つ

今 日 も 楽 し く 学 ぼ う よ

学 ぼ う よ

雲 湧 き あ が る 波 多 の 台

望 め ば は る か 夢 さ そ う

明 日 の 希 望 も 高 ら か に

今 日 も 仲 良 く 励 も う よ

励 も う よ

旧
智
頭
小
学
校

旧
山
形
小
学
校

旧
那
岐
小
学
校旧
土
師
小
学
校

旧
富
沢
小
学
校

旧
山
郷
小
学
校

し ゅ ん じ ゅ う と わ

く さ ぎ

と き わ さ か

は る ゆ き と

み ね

く お ん

た ま み ず



杉
神
社

杉
の
精
霊
を
祀
る
全
国
で
も
類
を
見
な
い
神
社
で
す
。
ま

た
裏
山
に
あ
る
滝
大
明
神
は
因
幡
の
名
所
で
も
あ
り
ま
す
。

杉
の
精
霊
を
祀
る
全
国
で
も
類
を
見
な
い
神
社
で
す
。
ま

た
裏
山
に
あ
る
滝
大
明
神
は
因
幡
の
名
所
で
も
あ
り
ま
す
。

2

石
谷
家
住
宅（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

石
谷
家
住
宅（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

智
頭
宿
の
発
展
に
寄
与
し
な
が
ら
、大
庄
屋
と
し
て
問
屋

業
、山
林
業
を
営
ん
で
き
た
石
谷
家
。
約
40
部
屋
あ
り
、大

規
模
な
近
代
和
風
建
築
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

智
頭
宿
の
発
展
に
寄
与
し
な
が
ら
、大
庄
屋
と
し
て
問
屋

業
、山
林
業
を
営
ん
で
き
た
石
谷
家
。
約
40
部
屋
あ
り
、大

規
模
な
近
代
和
風
建
築
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

1

桜
土
手

18
0本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
1,
30
0m
に
渡
り
植
え
ら
れ
、

春
の
満
開
時
に
は
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

18
0本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
1,
30
0m
に
渡
り
植
え
ら
れ
、

春
の
満
開
時
に
は
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

4

牛
臥
山

牛
が
横
に
な
っ
た
形
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
命
名

さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
の
遠
足
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
登

山
コ
ー
ス
と
し
て
人
気
の
山
で
す
。

3

板
井
原
集
落（
鳥
取
県
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）

6

諏
訪
神
社

5 弘
安
元
年（
12
78
年
）に
信
州
の
諏
訪
大
社
の
分
霊
を
い
た
だ
い
た
、

軍
神
や
鎮
火
の
守
護
神
。
町
内
の
山
か
ら
担
ぎ
出
し
た
4本
の
杉
を

神
社
に
奉
納
す
る
柱
祭
り
が
6年
ご
と
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

弘
安
元
年（
12
78
年
）に
信
州
の
諏
訪
大
社
の
分
霊
を
い
た
だ
い
た
、

軍
神
や
鎮
火
の
守
護
神
。
町
内
の
山
か
ら
担
ぎ
出
し
た
4本
の
杉
を

神
社
に
奉
納
す
る
柱
祭
り
が
6年
ご
と
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
本
の
山
村
集
落
の
原
風
景
が
残
る
全
国
的
に
も
希
少
な
集
落
で

す
。
特
産
の
板
井
原
ご
う
こ
は
、
板
井
原
集
落
特
産
の
小
さ
な
大
根

の
漬
け
物
で
、
昔
な
が
ら
の
作
り
方
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
山
村
集
落
の
原
風
景
が
残
る
全
国
的
に
も
希
少
な
集
落
で

す
。
特
産
の
板
井
原
ご
う
こ
は
、
板
井
原
集
落
特
産
の
小
さ
な
大
根

の
漬
け
物
で
、
昔
な
が
ら
の
作
り
方
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

　
智
頭
地
区
は
因
幡
街
道
と
備
前
街
道
の

交
わ
る
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
江
戸
時
代
に

は
鳥
取
藩
最
大
の
宿
場
町
と
し
て
賑
わ
い

ま
し
た
。
今
も
街
道
筋
に
は
石
谷
家
住
宅

や
米
原
家
住
宅
、
塩
屋
出
店
と
い
っ
た
非

常
に
贅
沢
な
木
造
建
築
物
が
残
り
、
往
時

の
繁
栄
を
し
の
ば
せ
て
い
ま
す
。

　
智
頭
宿
は
、
鳥
取
の
藩
主
が
参
勤
交
代

す
る
際
の
最
初
の
止
宿
で
も
あ
り
、
藩
主

が
滞
在
す
る
た
め
に
3,
00
0坪
の
広
大
な

敷
地
を
有
す
る「
御
茶
屋
」（
本
陣
）が
作
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
智
頭
宿
全
図
を

見
る
と
、
往
来
の
真
ん
中
に
水
路
を
通
し
、

商
家
や
家
屋
敷
が
20
0m
に
渡
っ
て
軒
を

連
ね
、
さ
ら
に
備
前
橋
を
渡
っ
て
河
原
町

に
職
人
通
り
が
延
び
て
い
ま
し
た
。
上
方

と
備
前
の
両
方
か
ら
物
資
が
集
ま
り
、
市

が
月
に
6回
も
立
つ
賑
わ
い
ぶ
り
で
し
た
。

智
頭
地
区
は
、
今
も
智
頭
町
に
お
け
る
中

心
街
で
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
の
面
影
を

残
し
つ
つ
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
懐
か

し
い
町
並
み
の
中
に
、
町
役
場
を
は
じ
め

と
す
る
中
枢
的
な
施
設
や
商
店
が
集
積
し

て
い
ま
す
。

地
区
の
歴
史
と
特
徴

　
智
頭
地
区
で
は
、
平
成
9年
に
市
瀬
集

落
、
平
成
11
年
に
上
町
集
落
、
平
成
13
年

に
中
島
集
落
で
智
頭
町「
日
本
1/
0村
お
こ

し
運
動
」の
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
市
瀬
集
落
で
は
納
涼
祭
や
、
集
落
独

自
の
ゴ
ミ
集
積
場
の
設
置
、
上
町
集
落
で

は
石
谷
家
住
宅
夏
ま
つ
り
や
、
智
頭
宿
雪

ま
つ
り
、
中
島
集
落
で
は
、
年
越
し
蕎
麦

づ
く
り
、
樅
尾
城
へ
の
遊
歩
道
整
備
等
の

取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
河
原
町
サ
ー
ビ
ス
商
店
会
や
、
か
わ

ら
ま
ち
夢
つ
く
り
委
員
会
な
ど
は
、
ま
ち

な
か
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
区
の
取
り
組
み

智 頭 地 区

個 性 豊 か で 、 粋 な ま ち 。

1

2

3

4

5

6

杉
神
社

ち
づ
保
育
園

諏 訪 神 社

柱 祭 り

板
井
原
集
落

至
鳥
取
市

至
土
師
地
区

至
山
形
地
区

R5
3

R
37
3

R53

牛 臥 山

板 井 原 ご う こ

智
頭
小
学
校

智
頭
中
学
校

智
頭
農
林

高
等
学
校

あ
た
ご
公
園

智
頭
駅

ほ
の
ぼ
の

石
谷
家
住
宅

諏
訪
酒
造

桜 土 手

地
区
人
口

2,
98
0人

66
-8
0 歳

24
%
 

81
歳
-

13
%

41
-6
5 歳

31
%

20
-4
0 歳

18
%

0-
20
歳

14
%

高齢
化
率
37
%

平
成
29
年
8月
31
日
現
在

も
み
お



　
山
形
地
区
で
は
、
平
成
12
年
に
芦
津
集

落
、
平
成
14
年
に
浅
見
集
落
で
智
頭
町

「
日
本
1/
0村
お
こ
し
運
動
」の
取
り
組
み

が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
芦
津
集
落
で
は
子

ど
も
麒
麟
獅
子
舞
を
中
心
に
し
た
文
化
交

流
、
蕎
麦
や
お
酒
の
製
造
、
浅
見
集
落
で

は
魚
の
つ
か
み
取
り
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
な
ど

あ
ざ
み
ふ
れ
あ
い
広
場
の
整
備
、
浅
見
谷

の
ホ
タ
ル
保
護
な
ど
の
取
り
組
み
が
実
施

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
20
年

に
は
山
形
地
区
振
興
協
議
会
が
設
立
さ

れ
、
林
業
資
料
館
や
木
育
ス
テ
ー
ジ
、
認

知
症
0地
区
宣
言
や
森
の
ミ
ニ
デ
イ
な
ど

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
旧
山
形
小
学
校
の
活

用
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
区
の
取
り
組
み

林
業
資
料
館

地
元
の
山
仕
事
を
歴
史
、道
具
、写
真
な
ど
を
通
し
て
、わ

か
り
や
す
く
展
示
し
て
い
ま
す
。
山
に
関
わ
る
人
々
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
あ
り
、
貴
重
な
資
料
が
い
っ
ぱ
い
。

2

森
の
ミ
ニ
デ
イ

地
域
の
高
齢
者
の
介
護
予
防
の
た
め
に
、集
ま
っ
て
食
事
や
話

を
す
る
場
所
を
提
供
す
る
住
民
主
体
で
行
う
サ
ー
ビ
ス
。
山
形

地
区
振
興
協
議
会
が
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。

3

浅
見
ロ
グ
ハ
ウ
ス

智
頭
町「
日
本
１
／
０
村
お
こ
し
運
動
」で
浅
見
集
落
の

み
な
さ
ん
が
手
作
り
で
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
、
集
落
と

集
落
外
と
の
交
流
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

智
頭
町「
日
本
１
／
０
村
お
こ
し
運
動
」で
浅
見
集
落
の

み
な
さ
ん
が
手
作
り
で
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
、
集
落
と

集
落
外
と
の
交
流
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

4

芦
津
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

中
国
自
然
歩
道
を
活
用
し
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
行
っ
て
い

る
。
春
は
新
緑
、
秋
は
紅
葉
と
自
然
豊
か
な
景
色
が
来
訪

者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

中
国
自
然
歩
道
を
活
用
し
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
行
っ
て
い

る
。
春
は
新
緑
、
秋
は
紅
葉
と
自
然
豊
か
な
景
色
が
来
訪

者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

1

恋
山
形
駅

山
形
に
来
い
！
と
い
う
意
味
か
ら
恋
山
形
駅
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
に
4つ
あ
る
恋
の
つ
く
駅
の
一
つ
で
あ
り
、地
元
郵
便
局
と
連
携

し
た
恋
ポ
ス
ト
や
ハ
ー
ト
型
の
絵
馬
な
ど
が
名
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
形
に
来
い
！
と
い
う
意
味
か
ら
恋
山
形
駅
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
に
4つ
あ
る
恋
の
つ
く
駅
の
一
つ
で
あ
り
、地
元
郵
便
局
と
連
携

し
た
恋
ポ
ス
ト
や
ハ
ー
ト
型
の
絵
馬
な
ど
が
名
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

6

虫
井
神
社

秋
の
例
大
祭
に
は
花
篭
と
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
花
篭
を
背
負

う
若
者
は
、
芦
津
地
区
か
ら
神
社
ま
で
裸
足
で
歩
き
、
前
後
左
右
に

太
鼓
、
カ
ツ
ギ
花
、
世
話
役
等
10
人
前
後
が
お
供
し
ま
す
。

秋
の
例
大
祭
に
は
花
篭
と
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
花
篭
を
背
負

う
若
者
は
、
芦
津
地
区
か
ら
神
社
ま
で
裸
足
で
歩
き
、
前
後
左
右
に

太
鼓
、
カ
ツ
ギ
花
、
世
話
役
等
10
人
前
後
が
お
供
し
ま
す
。

5

　
篠
坂
は
和
紙
、郷
原
は
養
蚕
、芦
津
は
林

業
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
が
得
意
の
産
業

を
有
し
て
い
た
歴
史
が
あ
り
、豊
か
な
雰

囲
気
の
た
だ
よ
う
地
区
で
す
。
沖
ノ
山
天

然
林
は
智
頭
杉
発
祥
の
地
で
も
あ
り
、昭

和
46
年
に
は
沖
ノ
山
国
有
林
の
一
部
が
学

術
参
考
保
護
林
と
し
て
内
部
指
定
さ
れ
る

な
ど
、日
本
の
杉
の
主
な
在
来
品
種
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
形
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
奥
行
81
m
、

幅
10
m
の
一
直
線
の
廊
下
を
も
つ
長
大
な

木
造
2階
建
て
の
旧
山
形
小
学
校
で
す
。

明
治
8年
に
開
校
し
、
平
成
23
年
度
末
に

閉
校
と
な
っ
た
同
校
は
、
国
の
有
形
文
化

財
に
も
登
録
さ
れ
、
現
在
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
団
体
の
事
務
所
や
林
業
の
歴
史

を
わ
か
り
や
す
く
展
示
す
る
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
山

形
保
育
園
を
共
育
セ
ン
タ
ー
と
し
、
地
域

福
祉
に
強
い
思
い
を
持
ち
な
が
ら
、
森
の

ミ
ニ
デ
イ
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
よ
り
処

と
し
て
い
ま
す
。

地
区
の
歴
史
と
特
徴

山 形 地 区
4

5

3 2

3

6

芦
津
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

モ
モ
ン
ガ

鳴 滝

い
ろ
り
の
家

（
お
た
め
し
住
宅
）

浅
見
ロ
グ
ハ
ウ
ス

恋
山
形
駅

至
山
郷
地
区

至
智
頭
地
区

R3
73

R
37
3

ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
公
園

旧
山
形
小
学
校

林
業
資
料
館

森
の
ミ
ニ
デ
イ

共
育
セ
ン
タ
ー

虫 井 神 社

ほ す ぎ の 家

（ お た め し 住 宅 ）

地
区
人
口
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4人

66
-8
0 歳
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%
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歳
-
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%
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5 歳
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%
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歳
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%

平
成
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年
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31
日
現
在

強 い 思 い と 、 実 行 力 。

よ
う
さ
ん



　
那
岐
地
区
で
は
、
平
成
9年
に
早
瀬
集

落
、
五
月
田
集
落
、
平
成
12
年
に
奥
西
集

落
、
早
野
集
落
で
智
頭
町「
日
本
1/
0村
お

こ
し
運
動
」が
始
ま
り
ま
し
た
。
早
瀬
集

落
で
は
情
報
誌
・
た
よ
り
の
発
行
、
味
噌
の

製
造
や
イ
ベ
ン
ト
出
店
等
、
五
月
田
集
落

で
は
打
上
花
火
で
親
し
ま
れ
る
か
ん
が
え

地
蔵
祭
り
や
加
工
施
設
の
整
備
・
運
営
、
奥

西
集
落
で
は
い
ざ
な
ぎ
市
場
の
開
催
や
文

化
財
保
護
、
ヤ
ー
コ
ン
の
栽
培
・
加
工
、
早

野
集
落
で
は
山
菜
お
こ
わ
の
製
造
や
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
23
年
に
は
、
い
ざ
な

ぎ
振
興
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
婚
活
イ
ベ

ン
ト「
本
気
の
婚
活
！
」や
那
岐
駅
舎
森
の

ミ
ニ
デ
イ
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
区
の
取
り
組
み

5

3

4

6

2

1

柿
の
葉
寿
司
・
か
き
餅

智
頭
町
の
郷
土
料
理
で
あ
る
柿
の
葉
寿
司
や
冬
季
に
餅
を
吊
る
し
て
つ

く
る
か
き
餅
を
那
岐
特
産
開
発
研
究
所
で
生
産
し
、販
売
し
て
い
ま
す
。

6

か
ん
が
え
地
蔵

那
岐
地
区
五
月
田
集
落
の
極
楽
寺
に
あ
る
知
恵
を
授
け
る
と
い
う

お
地
蔵
様
。
毎
年
8月
に
行
わ
れ
る
か
ん
が
え
地
蔵
祭
り
で
は
打
上

花
火
、
振
る
舞
い
う
ど
ん
、
踊
り
な
ど
が
催
さ
れ
ま
す
。

那
岐
地
区
五
月
田
集
落
の
極
楽
寺
に
あ
る
知
恵
を
授
け
る
と
い
う

お
地
蔵
様
。
毎
年
8月
に
行
わ
れ
る
か
ん
が
え
地
蔵
祭
り
で
は
打
上

花
火
、
振
る
舞
い
う
ど
ん
、
踊
り
な
ど
が
催
さ
れ
ま
す
。

5

フ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
な
ぎ

4 地
元
の
人
に
愛
さ
れ
る
ス
ー
パ
ー
。
移
動
販
売
も
行
っ
て

い
る
た
め
、
移
動
手
段
の
な
い
人
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な

い
お
店
で
す
。

地
元
の
人
に
愛
さ
れ
る
ス
ー
パ
ー
。
移
動
販
売
も
行
っ
て

い
る
た
め
、
移
動
手
段
の
な
い
人
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な

い
お
店
で
す
。

那
岐
駅

JR
因
美
線
の
現
役
駅
舎
で
す
が
、
森
の
ミ
ニ
デ
イ
や
レ
ン

タ
ル
ス
ペ
ー
ス
な
ど
地
元
の
み
な
さ
ん
が
集
ま
る
場
所

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

3

氷
ノ
山
後
山
那
岐
山

国
定
公
園

氷
ノ
山
後
山
那
岐
山
国
定
公
園

ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
、
い
わ
う
ち
わ
な
ど
の
花
が
咲
き
、
多

く
の
登
山
者
が
訪
れ
る
人
気
の
山
で
す
。
那
岐
山
を
守
る

会
が
見
守
り
、
維
持
し
て
い
ま
す
。

ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
、
い
わ
う
ち
わ
な
ど
の
花
が
咲
き
、
多

く
の
登
山
者
が
訪
れ
る
人
気
の
山
で
す
。
那
岐
山
を
守
る

会
が
見
守
り
、
維
持
し
て
い
ま
す
。

1

那
岐
獅
子
舞
保
存
会

那
岐
神
社
氏
子
に
よ
る
獅
子
舞
保
存
会
。
秋
の
例
大
祭
に

は
、花
篭
と
と
も
に
奉
納
さ
れ
、ま
た
新
年
に
は
各
集
落
へ

披
露
し
ま
す
。
そ
の
た
め
の
練
習
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

那
岐
神
社
氏
子
に
よ
る
獅
子
舞
保
存
会
。
秋
の
例
大
祭
に

は
、花
篭
と
と
も
に
奉
納
さ
れ
、ま
た
新
年
に
は
各
集
落
へ

披
露
し
ま
す
。
そ
の
た
め
の
練
習
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

2

　
古
く
か
ら
信
仰
の
山
と
し
て
愛
さ
れ
て

い
る
伊
邪
那
岐
命
と
伊
邪
那
美
命
の
降
臨

伝
説
が
あ
る
那
岐
山
の
ふ
も
と
に
広
が
る

那
岐
地
区
。
那
岐
山
に
は
ど
う
だ
ん
つ
つ

じ
や
し
ゃ
く
な
げ
、
い
わ
う
ち
わ
な
ど
の

群
生
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
植
林
も
積
極

的
に
行
わ
れ
、
黒
尾
峠
か
ら
一
望
で
き
る

那
岐
山
の
広
大
な
杉
並
木
は
貴
重
な
景
観

資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
、
新
田
の
積
極
的
な
開

発
に
乗
り
出
し
た
り
、
切
り
出
し
た
藩
の

御
用
材
を
ご
城
下
ま
で
運
搬
す
る
筏
師
と

し
て
稼
い
だ
り
と
、
少
し
で
も
生
活
を
良

く
し
よ
う
と
努
力
し
て
き
た
、
向
上
心
の

あ
る
明
る
い
地
区
で
す
。

　
こ
う
し
た
過
去
の
歴
史
の
背
景
も
あ

り
、
今
で
も
、
進
取
の
気
に
あ
ふ
れ
、
何
事

に
も
積
極
的
な
、
明
る
い
土
地
柄
で
す
。

地
区
の
歴
史
と
特
徴

那 岐 地 区
か ん が え 地 蔵

麒
麟
獅
子
舞

（
那
岐
神
社
）

極 楽 寺

か き 餅

ど う だ ん つ つ じ

い
わ
う
ち
わ

柿
の
葉
寿
司

カ
フ
ェ
ぽ
す
と

フ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
な
ぎ

タ
ル
マ
ー
リ
ー

タ
ル
マ
ー
リ
ー

旧
那
岐
小
学
校

那
岐
駅

か
や
ぶ
き
民
家

至
岡
山
県

奈
義
町

那
岐
駐
在
所

至
土
師
地
区

ル バ ー ブ

R5
3

R53

藍

地
区
人
口

1,
03
0人

66
-8
0 歳

21
%
 81
歳
-

16
%

41
-6
5 歳

32
%

20
-4
0 歳

16
%

0-
20
歳

15
%

高齢
化
率
37
%

平
成
29
年
8月
31
日
現
在

明 る く て 、 人 情 に 厚 い 。

い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

い
ざ
な
み
の
み
こ
と



　
土
師
地
区
で
は
、
平
成
24
年
に
土
師
地

区
振
興
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
地
元
で
と

れ
た
梅
、
筍
や
桜
の
花
な
ど
山
の
恵
み
の

加
工
や
販
売
、
土
師
の
地
名
に
ち
な
ん
で

陶
芸
に
よ
る
活
性
化
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
天
木
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の

整
備
・
運
営
と
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
弁
当
の

製
造
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
旧
土
師
小

学
校
内
に
は
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
、
町
内
か
ら
発
掘
さ
れ
た
土
器

等
の
展
示
を
行
っ
て
お
り
、
本
町
の
歴
史

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
区
の
取
り
組
み

森
林
セ
ラ
ピ
ー
弁
当

全
て
手
作
り
し
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
用
の
お
弁
当
。
山
菜
な

ど
を
保
存
し
、
1年
を
通
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
工
夫
し

て
い
ま
す
。

2

天
木
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド（
仮
称
）

天
木
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド（
仮
称
）

地
元
の
み
な
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
天
木
ス
キ
ー
場
跡
地

を
整
備
し
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
。
見
通
し
の
よ
さ
が

自
慢
。

地
元
の
み
な
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
天
木
ス
キ
ー
場
跡
地

を
整
備
し
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
。
見
通
し
の
よ
さ
が

自
慢
。

1

株
式
会
社
サ
カ
モ
ト

智
頭
杉
、
智
頭
檜
に
こ
だ
わ
っ
た
製
品
の
開
発
と
販
売
を

行
う
地
元
企
業
。
樹
齢
80
年
以
上
で
柾
目
の
整
っ
た
杉

だ
け
を
使
っ
た
智
頭
杉
ブ
ラ
イ
ン
ド
が
好
評
で
す
。

智
頭
杉
、
智
頭
檜
に
こ
だ
わ
っ
た
製
品
の
開
発
と
販
売
を

行
う
地
元
企
業
。
樹
齢
80
年
以
上
で
柾
目
の
整
っ
た
杉

だ
け
を
使
っ
た
智
頭
杉
ブ
ラ
イ
ン
ド
が
好
評
で
す
。

4

大
塚
刃
物
鍛
冶

一
本
一
本
手
で
製
造
さ
れ
る
刃
物
は
、
切
れ
味
、
使
い
心

地
と
も
に
抜
群
。
長
年
愛
用
し
て
い
る
フ
ァ
ン
も
多
い
地

元
の
刃
物
屋
で
す
。

一
本
一
本
手
で
製
造
さ
れ
る
刃
物
は
、
切
れ
味
、
使
い
心

地
と
も
に
抜
群
。
長
年
愛
用
し
て
い
る
フ
ァ
ン
も
多
い
地

元
の
刃
物
屋
で
す
。

3
智
頭
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー（
旧
土
師
小
学
校
内
）

智
頭
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー（
旧
土
師
小
学
校
内
）

町
内
で
出
土
し
た
土
器
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
智
頭
町
の
歴
史
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
土
師
地
区
振
興
協
議
会
に
よ
る
陶
芸
教
室

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
で
出
土
し
た
土
器
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
智
頭
町
の
歴
史
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
土
師
地
区
振
興
協
議
会
に
よ
る
陶
芸
教
室

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

5

地
福
寺
子
安
堂

妊
娠
や
安
産
、
健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
人
の
守
護
仏
胎
内

仏
を
抱
え
る
木
像
地
蔵（
じ
ぞ
う
）菩
薩（
ぼ
さ
つ
）が
ま
つ
ら
れ
て

い
ま
す
。

妊
娠
や
安
産
、
健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
人
の
守
護
仏
胎
内

仏
を
抱
え
る
木
像
地
蔵（
じ
ぞ
う
）菩
薩（
ぼ
さ
つ
）が
ま
つ
ら
れ
て

い
ま
す
。

6

　
土
師
川
中
流
域
に
あ
る
土
師
地
区
は
、

鎌
倉
時
代
末
期
に
は
智
土
師
郷
の
名
で
史

料
に
登
場
し
て
い
ま
す
。
吉
備
と
因
幡
の

交
通
の
要
衝
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
南
北

朝
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
多
く
の

山
城
が
築
か
れ
た
土
地
柄
で
す
。
中
で
も

木
原
集
落
と
横
田
集
落
の
境
に
あ
る
唐
櫃

城
は
、
石
垣
を
有
す
る
山
城
で
し
た
。
そ

の
石
垣
は
現
在
、
智
頭
町
指
定
文
化
財
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
土
師
地
区
の
町
並
み
は
、近
世
に
入
っ

た
頃
に
備
前
街
道
が
整
備
さ
れ
た
と
と
も

に
ほ
ぼ
現
在
の
姿
と
な
り
、歴
史
の
語
り
部

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、刃
物

や
木
材
加
工
品
の
職
人
、農
業
で
は
智
頭
の

旨
い
米
No
.1
と
な
っ
た
穂
見
農
業
組
合
な

ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
技
が
光
る
地
区
で
す
。

地
区
の
歴
史
と
特
徴

土 師 地 区

1

3

4

5
6

智 頭 町 埋 蔵

文 化 財 セ ン タ ー

旧 土 師 小 学 校 天
木
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
（
仮
称
）

2
森
林
セ
ラ
ピ
ー
弁
当

（
土
師
地
区
振
興
協
議
会
）

穂
見
薬
師
堂

至
智
頭
地
区

土
師
駅

河
野
神
社

至
那
岐
地
区

大 塚 刃 物 鍛 冶

株
式
会
社
サ
カ
モ
ト

R53

曲
げ
わ
っ
ぱ

地 福 寺 子 安 堂

地
区
人
口

1,
01
1人

66
-8
0 歳

22
%
 

81
歳
-

16
%

41
-6
5 歳

31
%

20
-4
0 歳

18
%

0-
20
歳

14
%

高齢
化
率
38
%

平
成
29
年
8月
31
日
現
在

一 人 ひ と り の 技 が 光 る 。



　
富
沢
地
区
で
は
、
平
成
9年
に
中
田
集

落
、
波
多
集
落
で
、
平
成
12
年
に
岩
神
集

落
で
智
頭
町「
日
本
1/
0村
お
こ
し
運
動
」

の
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
中
田

集
落
で
は
夏
祭
り
、
蕎
麦
づ
く
り
や
蛇
の

輪
の
復
元
等
、
波
多
集
落
で
は
集
落
だ
け

の
大
運
動
会
や
集
落
内
道
路
の
あ
じ
さ
い

植
樹
、
ギ
ボ
ウ
シ
の
栽
培
・
加
工
等
、
岩
神

集
落
で
は
河
川
、
道
路
沿
い
の
花
づ
く
り
、

岩
神
城
跡
整
備
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
平
成
24
年
に
は
、
富
沢

地
区
振
興
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
交
流
サ

ロ
ン「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」や
「
と
み
ざ
輪
夏

祭
り
」、
篭
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
キ
ク
ラ
ゲ

の
栽
培
と
販
路
開
拓
な
ど
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
区
の
取
り
組
み

富
沢
古
墳

町
指
定
文
化
財
で
7世
紀
前
半
と
推
定
さ
れ
る
こ
の
古
墳

は
、横
穴
式
石
室
で
、人
が
容
易
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
指
定
文
化
財
で
7世
紀
前
半
と
推
定
さ
れ
る
こ
の
古
墳

は
、横
穴
式
石
室
で
、人
が
容
易
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2

蛇
の
輪
伝
説

恋
に
破
れ
た
女
性
が
怒
り
狂
っ
て
豊
乗
寺
の
池
に
入
り
、

蛇
と
な
っ
て
篭
山
へ
登
っ
た
と
い
う
伝
説
に
よ
る
、
蛇
の

輪
の
跡
が
篭
山
に
あ
り
ま
す
。

恋
に
破
れ
た
女
性
が
怒
り
狂
っ
て
豊
乗
寺
の
池
に
入
り
、

蛇
と
な
っ
て
篭
山
へ
登
っ
た
と
い
う
伝
説
に
よ
る
、
蛇
の

輪
の
跡
が
篭
山
に
あ
り
ま
す
。

1

金
魚
米

富
沢
地
区
の
若
者
集
団
が
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
金
魚
を
水
田
に

入
れ
、
化
学
肥
料
や
農
薬
を
使
わ
な
い
で
、
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま

で
を
地
域
の
人
と
と
も
に
行
っ
て
い
ま
す
。

富
沢
地
区
の
若
者
集
団
が
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
金
魚
を
水
田
に

入
れ
、
化
学
肥
料
や
農
薬
を
使
わ
な
い
で
、
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま

で
を
地
域
の
人
と
と
も
に
行
っ
て
い
ま
す
。

6国
を
代
表
す
る
平
安
時
代
後
期
作
の
仏
画
で
あ
り
、
象
の
背
に
置
か

れ
た
五
重
蓮
華
座
に
座
禅
し
、
合
掌
し
な
が
ら
行
者
の
前
に
近
づ
く

普
賢
菩
薩
の
姿
が
、
優
美
な
技
法
で
描
か
れ
て
い
る
。

国
を
代
表
す
る
平
安
時
代
後
期
作
の
仏
画
で
あ
り
、
象
の
背
に
置
か

れ
た
五
重
蓮
華
座
に
座
禅
し
、
合
掌
し
な
が
ら
行
者
の
前
に
近
づ
く

普
賢
菩
薩
の
姿
が
、
優
美
な
技
法
で
描
か
れ
て
い
る
。

国
宝
絹
本
著
色
普
賢
菩
薩
像（
東
京
国
立
博
物
館
寄
託
）

国
宝
絹
本
著
色
普
賢
菩
薩
像（
東
京
国
立
博
物
館
寄
託
）

国 宝 絹 本 著 色

　 　 普 賢 菩 薩 像

5

豊
乗
寺

嘉
祥
年
間（
84
8-
85
1年
）に
創
建
さ
れ
る
も
戦
国
時
代
に
焼
失

し
、現
在
の
建
物
は
江
戸
中
期
と
伝
わ
り
ま
す
。
境
内
に
は

本
堂
と
茅
葺
き
大
師
堂
が
、山
頂
に
は
奥
の
院
が
あ
り
ま
す
。

嘉
祥
年
間（
84
8-
85
1年
）に
創
建
さ
れ
る
も
戦
国
時
代
に
焼
失

し
、現
在
の
建
物
は
江
戸
中
期
と
伝
わ
り
ま
す
。
境
内
に
は

本
堂
と
茅
葺
き
大
師
堂
が
、山
頂
に
は
奥
の
院
が
あ
り
ま
す
。

キ
ク
ラ
ゲ

旧
富
沢
小
学
校
跡
地
を
活
用
し
て
、
自
立
経
営
を
め
ざ
し

て
、
キ
ク
ラ
ゲ
栽
培
、
加
工
、
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

3 4

　
篭
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
富
沢
地
区
は
、

史
跡
と
歴
史
の
豊
か
な
地
区
で
す
。
八
岐

大
蛇
退
治
の
彫
刻
が
見
も
の
の
金
刀
比
羅

神
社
、
中
世
の
山
城
富
貴
谷
城
と
こ
の
城

を
拠
点
に
勢
力
を
広
げ
て
い
っ
た
と
い
わ

れ
る
草
刈
貞
継
と
重
継
兄
弟
の
物
語
な

ど
、
こ
の
地
域
に
根
付
く
歴
史
的
資
源
は

枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
豊
乗
寺

は
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
を
数
多
く
所
有

し
、
最
盛
期
に
は
僧
坊
12
を
数
え
、
修
行

僧
の
行
場
と
し
て
多
く
の
学
僧
が
集
ま
っ

た
信
仰
と
学
問
の
拠
点
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
は
今
も
こ
の
地
区
の
住
民
性
に
大
き
く

影
響
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
健
全
か
つ

持
続
可
能
な
地
区
運
営
を
め
ざ
し
、
一
丸

と
な
っ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
歴
史
豊
か
な
土
地
の
上
で
静
か
に
人
々

の
暮
ら
し
が
息
づ
い
て
い
る
地
区
、
そ
れ

が
富
沢
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

地
区
の
歴
史
と
特
徴

富 沢 地 区

1

2

3

4

5

6

花 祥 庵

豊 乗 寺

金 魚 米

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
木
彫

蛇 の 輪 伝 説

篭
山 金
刀
比
羅
神
社

富
沢
古
墳

旧
富
沢
小
学
校

新
見
 神
楽
獅
子

し
い
た
け

白
ネ
ギ

り ん ど う
き く ら げ

至
智
頭
地
区

地
区
人
口

70
4人

66
-8
0 歳

21
%
 81
歳
-

20
%

41
-6
5 歳

32
%20
-4
0 歳

15
%

0-
20
歳

12
%

高齢
化
率
41
%

平
成
29
年
8月
31
日
現
在

け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
ふ
げ
ん
ぼ
さ
つ
ぞ
う

ま じ め で 、 和 を 大 事 に す る 。

お
ろ
ち

や
ま
た
の
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山
郷
地
区
で
は
、
平
成
9年
に
新
田
集
落

と
、
白
坪
集
落
、
平
成
10
年
に
中
原
集
落

で
智
頭
町「
日
本
1/
0村
お
こ
し
運
動
」の

取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
新
田
集

落
で
は
大
阪
い
ず
み
市
民
生
協
と
の
交

流
、
共
有
林
の
管
理
、
喫
茶
･ロ
ッ
ジ
の
運

営
、
白
坪
集
落
で
は
、
耕
作
放
棄
地
で
の

オ
ミ
ナ
エ
シ
や
大
豆
の
栽
培
、
味
噌
・
キ
ュ

ウ
リ
の
酒
粕
漬
け
、
中
原
集
落
で
は
か
ず

ら
細
工
、
蕎
麦
づ
く
り
、
夢
来
キ
ャ
ン
プ

場
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
平

成
20
年
に
は
、
山
郷
地
区
振
興
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、
交
流
施
設
と
し
て
旧
山
郷
小

学
校「
R3
73
や
ま
さ
と
」を
活
用
し
、
企
業

研
修
の
活
用
、
テ
ナ
ン
ト
受
け
入
れ
な
ど

の
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
区
の
取
り
組
み

あ
け
び
の
家（
夢
来
キ
ャ
ン
プ
場
）

中
原
集
落
が
運
営
す
る
夢
来
キ
ャ
ン
プ
場
に
建
設
し
て

あ
る
宿
泊
可
能
な
ロ
グ
ハ
ウ
ス
。
薪
風
呂
や
炊
事
で
き
る

場
所
も
あ
り
ま
す
。

中
原
集
落
が
運
営
す
る
夢
来
キ
ャ
ン
プ
場
に
建
設
し
て

あ
る
宿
泊
可
能
な
ロ
グ
ハ
ウ
ス
。
薪
風
呂
や
炊
事
で
き
る

場
所
も
あ
り
ま
す
。

2

お
む
す
び
こ
ろ
り
ん

そ
の
朝
穫
れ
た
野
菜
や
地
元
の
米
で
、
地
元
の
お
母
さ
ん

た
ち
が
つ
く
っ
た
定
食
を
提
供
す
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
。

い
つ
も
元
気
で
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
す
。

そ
の
朝
穫
れ
た
野
菜
や
地
元
の
米
で
、
地
元
の
お
母
さ
ん

た
ち
が
つ
く
っ
た
定
食
を
提
供
す
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
。

い
つ
も
元
気
で
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
す
。

1

横
瀬
川
沿
い
に
木
々
が
立
ち
並
び
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞

き
な
が
ら
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
た
っ
ぷ
り
の
森
の
中
で
森

林
セ
ラ
ピ
ー
が
で
き
ま
す
。

横
瀬
川
沿
い
に
木
々
が
立
ち
並
び
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞

き
な
が
ら
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
た
っ
ぷ
り
の
森
の
中
で
森

林
セ
ラ
ピ
ー
が
で
き
ま
す
。

4
横
瀬
谷
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド（
仮
称
）

新
田
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
相
生
文
楽

幕
末
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
新
田
集
落
で
始
ま
っ
た
と

伝
わ
る
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
。
芝
居
小
屋
が
あ
り
、
人
形
芝

居
鑑
賞
や
体
験
も
で
き
ま
す
。

幕
末
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
新
田
集
落
で
始
ま
っ
た
と

伝
わ
る
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
。
芝
居
小
屋
が
あ
り
、
人
形
芝

居
鑑
賞
や
体
験
も
で
き
ま
す
。

3
副
ヶ
滝

国
道
37
3道
路
脇
に
流
れ
落
ち
て
い
る
滝
で
す
。
滝
の
前
に
は
歌
碑

が
あ
り「
今
日
因
幡
副
の
滝
山
越
え
る
な
り
都
に
架
け
よ
夢
の
浮
橋
」

と
い
う
美
し
い
歌
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
道
37
3道
路
脇
に
流
れ
落
ち
て
い
る
滝
で
す
。
滝
の
前
に
は
歌
碑

が
あ
り「
今
日
因
幡
副
の
滝
山
越
え
る
な
り
都
に
架
け
よ
夢
の
浮
橋
」

と
い
う
美
し
い
歌
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

5

山
郷
杉
太
鼓

昭
和
58
年
2月
に
林
業
従
事
者
が
山
郷
小
学
校
児
童
に
寄
付
を
し
て

生
ま
れ
た
活
動
で
、
大
勢
の
人
の
前
で
堂
々
と
表
現
で
き
る
力
や
、

集
中
力
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

6

　
岡
山（
西
粟
倉
）へ
と
向
か
う
志
戸
峠

は
、
古
く
は「
鹿
跡
御
坂
」、
江
戸
時
代
に

は「
人
見
坂
」と
呼
ば
れ
、
現
存
す
る
約

21
km
の
内
、
山
郷
地
区
に
残
る
2.
5k
m
は

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
こ
の
古
道
は
上
方
へ
の
主
要
道
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
い
、
現
在
も
景
勝
地

と
し
て「
魚
の
棚
」や
「
副
ヶ
瀧
」が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
山
間
の
こ
の
地
域
で
は
、
生
業
と
し
て

山
仕
事
を
副
業
と
し
な
が
ら
、
焼
き
畑
農

業
で
生
計
を
支
え
た
と
い
う
記
録
も
あ

り
、
決
し
て
裕
福
で
は
な
か
っ
た
歴
史
を

経
て
、
現
在
の
山
郷
地
区
は
、
地
元
愛
の

強
い
人
々
が
杉
太
鼓
や
人
形
浄
瑠
璃
の
文

化
を
保
存
・
継
承
し
つ
つ
、
地
域
の
歴
史

を
支
え
て
い
ま
す
。

地
区
の
歴
史
と
特
徴

山 郷 地 区
1

6

2

4

3

あ
け
び
の
家

(
夢
来
キ
ャ
ン
プ
場
)

と
ん
ぼ
の
見
え
る
家

横
瀬
渓
谷

セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

新
田
人
形
浄
瑠
璃

芝
居
相
生
文
楽

パ
ン
工
房
ア
イ

山
郷
杉
太
鼓

山
郷
駅

お
む
す
び

こ
ろ
り
ん

み
ち
く
さ
の
駅

風
之
窯

（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

鳥
取
自
動
車
道

至
山
形
地
区

R373

R
37
3
や
ま
さ
と

(
旧
山
郷
小
学
校
)

く り の み 学 級

地
区
人
口

53
7人

66
-8
0 歳

23
%
 81
歳
-

20
%

41
-6
5 歳

31
%20
-4
0 歳

14
%

0-
20
歳

12
%

高齢
化
率
43
%

平
成
29
年
8月
31
日
現
在

む
ら

む
ら

地 元 愛 と 底 力 が あ る 。

山
幸
 か
ろ
り

至
岡
山
県

西
粟
倉
村

そ
う
が



ま
ち
と
生
き
る
た
め
に

役
立
つ
情
報
の
地
図
帖

2
章

せ
っ
か
く
智
頭
町
で
暮
ら
し
て
い
く
の
な
ら
、
ま
ち
の
制
度
や

施
策
を
適
切
に
活
用
し
た
り
、
好
ま
し
い
活
動
に
参
加
し
た
り

し
な
が
ら
、
有
益
で
意
義
の
あ
る
毎
日
を
送
り
た
い
も
の
で

す
。
こ
の
章
に
は
、「
人
口
分
布
地
図
」に
加
え
て
、「
ゼ
ロ
イ
チ
・

百
人
委
員
会
活
動
地
図
」「
総
合
戦
略
活
動
地
図
」「
地
域
と
人
の

活
動
地
図
」「
活
用
で
き
る
場
所
・
公
園
地
図
」の
5種
類
の
地
図

に
分
け
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
智
頭
町
で
の
生
活
が
よ
り
楽

し
く
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
地
図
を
活
用

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。



山
郷
駅

智頭
急行
智頭
線

那 岐 駅

土
師
駅

約
20
年
後
、
智
頭
町
の
人
口
は
約
5割
減
に
な
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
ち
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
し
て
そ

れ
を
2割
減
に
と
ど
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
も
う
一

つ
、
20
年
後
に
ま
ち
に
住
む
人
た
ち
の
幸
福
度
が
ぐ
ん
と
増
し

て
、
町
民
の
幸
福
度
の
合
計
は
減
ら
な
い「
幸
せ
な
人
口
減
少
」

の
実
現
も
目
指
し
て
い
ま
す
。国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
推
計

目
標
推
移

現
状
維
持

3,
00
0

4,
00
0

5,
00
0

6,
00
0

7,
00
0

8,
00
0

（
人
）

20
40

20
35

20
30

20
25

20
20

20
15

20
10実
績
値

推
定
値

7,7
18

4,
04
1

4,
60
9

5,
21
7

5,
86
1

6,5
21

6,5
21

7,1
53

7,1
53

5,
68
3

5,
97
4

6,
18
9

6,
38
9

6,
75
2

3,
87
0

4,
40
3

4,
96
7

5,
58
1

6,
24
2

6,9
33

0 人 19
人〜
20
人

49
人〜

50
人

99
人〜

10
0 人

19
9 人〜

20
0 人 〜

智
頭
町
に
は
88
の
集
落
が
あ
り
ま
す
。
各
集
落
に
何
人
住
ん
で
い
る
か
、
そ
し
て
高
齢
化
率
が
ど
れ
ぐ
ら
い
か

は
、
集
落
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
重
要
な
指
標
に
な
り
ま
す
。
小
さ
な
集
落
と
大
き
な
集
落
そ

れ
ぞ
れ
の
未
来
に
つ
い
て
、
こ
の
人
口
地
図
を
見
な
が
ら
思
い
を
巡
ら
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

人
口
分
布
地
図

智
頭
町

智
頭
町

7,2
56
人  
/ 3
8.
4%

7,2
56
人  
/ 3
8.
4%

（
高
齢
化
率
）

（
高
齢
化
率
）

（
人
口
）

（
人
口
）

65
歳
未
満

　　
　　　

　　　　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　　　　　　　　

　　

65
歳
以
上

水
島
水
島

惣
地
惣
地

岩
神
岩
神

坂
原
坂
原

中
田
中
田

新
見
新
見

口
宇
波

口
宇
波

口
波
多

口
波
多

波
多
波
多

宇
波
宇
波

河
津
原

河
津
原

奥
西
奥
西

下
西
下
西

東
宇
塚

東
宇
塚
五
月
田

五
月
田

宮
ノ
本

宮
ノ
本

口
早
野

口
早
野

早
野
早
野

栃
本
栃
本那
岐
駅
前

那
岐
駅
前

野
原
野
原

真
鹿
野

真
鹿
野

早
瀬
早
瀬

大
屋
大
屋

慶
所
慶
所

十
日
市

十
日
市

大
坪
大
坪

山
田
山
田

土
師
駅
前

土
師
駅
前
横
田
横
田

紺
屋
土
居

紺
屋
土
居

石
田
石
田

天
木
天
木

長
瀬
長
瀬三
明
三
明

塩
田
塩
田

木
原
木
原

穂
見
穂
見

井
上
井
上

中
村
中
村

下
中
村

下
中
村

戸
能
戸
能

駒
帰
駒
帰

福
原
福
原

中
原
中
原

新
田
新
田

白
坪
白
坪

尾
見
尾
見

八
河
谷

八
河
谷 芦
津
芦
津

大
呂
大
呂

池
本
池
本

中
島
中
島

浅
見
浅
見

西
野
西
野

米
原
米
原

郷
原
郷
原

大
内
大
内

毛
谷
毛
谷

篠
坂
篠
坂

本
折
本
折

米
井
米
井

奈
留
奈
留

沖
代
沖
代

上
市
場

上
市
場

上
町
上
町

湯
屋
湯
屋

鳥
巣
鳥
巣

市
瀬
市
瀬

板
井
原

板
井
原

ゆ
め
が
丘

ゆ
め
が
丘

杉
の
香
団
地

杉
の
香
団
地 駅
南
団
地

駅
南
団
地

青
山
台

青
山
台

段段
上
段
上
段

緑
ヶ
丘

緑
ヶ
丘

久
志
谷

久
志
谷

河
三
河
三河
二
河
二

河
四
河
四河
一
河
一

中
町
中
町

下
町
下
町

錦
町
錦
町

中
山
根

中
山
根

下
山
根

下
山
根

8人
/ 5
0%

8人
/ 5
0%

24
人
/ 3
8%

24
人
/ 3
8% 42

人
/ 4
5%

42
人
/ 4
5%

35
4人
/ 4
4%

35
4人
/ 4
4%

96
人
/ 4
6%

96
人
/ 4
6%

21
3人
/ 3
6%

21
3人
/ 3
6%

12
8人
/ 4
4%

12
8人
/ 4
4%

15
1人
/ 4
0%

15
1人
/ 4
0%

30
4人
/ 2
8%

30
4人
/ 2
8%

22
4人
/ 3
3%

22
4人
/ 3
3%

11
8人
/ 4
7%

11
8人
/ 4
7%

14
人
/ 3
6%

14
人
/ 3
6%
25
人
/ 2
8%

25
人
/ 2
8%10
7人
/ 1
8%

10
7人
/ 1
8%

26
人
/ 2
3%

26
人
/ 2
3%

9人
/ 0
%

9人
/ 0
%47
人
/ 1
7 %

47
人
/ 1
7 %

41
人
/ 5
%

41
人
/ 5
%

20
1人
/ 3
8%

20
1人
/ 3
8%

17
3人
/ 4
1%

17
3人
/ 4
1%

16
8人
/ 3
5%

16
8人
/ 3
5%

70
人
/ 4
0%

70
人
/ 4
0%

45
人
/ 4
0%

45
人
/ 4
0%

94
人
/ 3
4%

94
人
/ 3
4%

15
2人
/ 4
1%

15
2人
/ 4
1%

20
6人
/ 3
5%

20
6人
/ 3
5%

61
人
/ 5
4%

61
人
/ 5
4% 52
人
/ 4
0%

52
人
/ 4
0%

91
人
/ 4
0%

91
人
/ 4
0%

57
人
/ 6
1%

57
人
/ 6
1%

59
人
/ 3
2%

59
人
/ 3
2%

21
7人
/ 4
0%

21
7人
/ 4
0%

39
人
/ 5
1%

39
人
/ 5
1% 2
6人
/ 4
2%

26
人
/ 4
2%

26
人
/ 5
0%

26
人
/ 5
0%

56
人
/ 4
3%

56
人
/ 4
3%

22
0人
/ 5
0%

22
0人
/ 5
0%

35
人
/ 5
1%

35
人
/ 5
1%

29
人
/ 3
4%

29
人
/ 3
4%

66
人
/ 4
4%

66
人
/ 4
4%

11
3人
/ 4
1%

11
3人
/ 4
1%

22
5人
/ 3
6%

22
5人
/ 3
6%

46
人
/ 3
9%

46
人
/ 3
9%

63
人
/ 4
9%

63
人
/ 4
9%

87
人
/ 3
8%

87
人
/ 3
8%

51
人
/ 4
7%

51
人
/ 4
7%

12
5人
/ 4
5%

12
5人
/ 4
5%

65
人
/ 3
4%

65
人
/ 3
4%

81
人
/ 5
2%

81
人
/ 5
2%

11
3人
/ 3
4%

11
3人
/ 3
4%

73
人
/ 3
4%

73
人
/ 3
4%

12
3人
/ 3
3%

12
3人
/ 3
3%

12
8人
/ 3
6%

12
8人
/ 3
6%

10
1人
/ 3
5%

10
1人
/ 3
5%

76
人
/ 3
9%

76
人
/ 3
9%

22
人
/ 1
8%

22
人
/ 1
8%

21
人
/ 2
9%

21
人
/ 2
9%

42
人
/ 2
6%

42
人
/ 2
6%

62
人
/ 5
8%

62
人
/ 5
8%

87
人
/ 3
7%

87
人
/ 3
7%

65
人
/ 2
5%

65
人
/ 2
5%

72
人
/ 5
0%

72
人
/ 5
0%

75
人
/ 4
0%

75
人
/ 4
0%

79
人
/ 3
4%

79
人
/ 3
4%

33
人
/ 4
5%

33
人
/ 4
5%

44
人
/ 3
9%

44
人
/ 3
9%

63
人
/ 3
0%

63
人
/ 3
0%

46
人
/ 4
8%

46
人
/ 4
8%

52
人
/ 4
0%

52
人
/ 4
0%

53
人
/ 3
4%

53
人
/ 3
4%

33
人
/ 4
2%

33
人
/ 4
2%

80
人
/ 4
1%

80
人
/ 4
1%

45
人
/ 3
6%

45
人
/ 3
6%

62
人
/ 4
0%

62
人
/ 4
0% 43

人
/ 4
0%

43
人
/ 4
0% 26
人
/ 5
0%

26
人
/ 5
0%

41
人
32
%

41
人
32
%

26
人
/ 4
2%

26
人
/ 4
2%

73
人
/ 3
3%

73
人
/ 3
3%

53
人
/ 3
2%

53
人
/ 3
2%

61
人
/ 4
3%

61
人
/ 4
3%

73
人
/ 3
3%

73
人
/ 3
3%

65
人
/ 3
2%

65
人
/ 3
2%

70
人
/ 4
0%

70
人
/ 4
0%

13
人
/ 3
1%

13
人
/ 3
1%

33
人
/ 3
0%

33
人
/ 3
0%

22
人
/ 5
5%

22
人
/ 5
5%

中
島
中
島

77
人
/ 4
4%

77
人
/ 4
4%

智
頭
町
の
将
来
人
口
推
計

智
頭
地
区
拡
大



山
郷
駅

智頭
急行
智頭
線

那
岐
駅

土
師
駅

智
頭
駅

鹿
革
の
有
効
活
用
と
特
産
品
化
、
ジ
ビ
エ
料
理
の
認
知
度
の
向
上

狩
猟
免
許
の
取
得
支
援
な
ど
、
獣
害
を
減
ら
し
な
が
ら

森
の
や
っ
か
い
も
の
を
活
用
す
る
取
り
組
み

森
の
や
っ
か
い
も
の
を
地
域
資
源
に

獣
害

集
落
大
運
動
会

ミ
ニ
傘
づ
くり

岩
神
城
址
の
整
備

蛇
の
輪
の
復
元

智
頭
宿
雪
ま
つり

梅
の
加
工

岩
神

波
多

花
壇
の
植
栽

浅
見

上
町中
島

Pr
es
er
ve
智
頭
宿

智
頭
宿
の
ま
ち
並
み
保
全
・
活
性
化
活
動

教
育・
文
化

な
ち
ゅ
ら
る
ぶ
る
ー

藍
染
継
承
活
動

商
工
観
光

ル
バ
ー
ブ
を
栽
培・
加
工
し
て
、

販
売
を
促
進
す
る
取
り
組
み

智
頭
ル
バ
ー
ブ
を

食
卓
に
！

特
産
農
業

ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
建
設
・
運
営

コ
ン
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
会

休
耕
田
で
米
を
作
り
、
ア
フ
リ
カ
の

孤
児
院
に
送
る
国
際
貢
献
活
動

教
育・
文
化

蕎
麦
づ
く
り

味
噌
づ
く
り

新
田
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

新
田

早
瀬
だ
よ
り
の
制
作
・
発
行

早
瀬

山
菜
お
こ
わ

早
野か
ん
が
え
地
蔵
ま
つ
り

五
月
田

市
瀬

中
田

本
折

ヤ
ー
コ
ン
栽
培
・
加
工
奥
西

酒
米
づ
く
り

智
頭
宿
の
魅
力
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

農
林
高
等
学
校
が
智
頭
宿
の
ま
ち
並
み
に
似
合
う

格
子
と
藍
染
の
れ
ん
を
制
作

農
林

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
運
動
や

環
境
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
活
動

町
民
参
加
の
エ
コ
活
動
を
し
よ
う

生
活
環
境

受
け
に
ゃ
ー
そ
ん
そ
ん

健
康
診
断
受
診
促
進
や
AE
D講
習
な
ど
、
住
民
の
健
康

意
識
の
向
上
と
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
取
り
組
み

健
康

木
の
宿
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

山
林
整
備
の
た
め
の
間
伐
を
推
進
し
、
そ
れ
を
杉
小
判

（
地
域
通
貨
）に
換
金
し
て
、商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
取
り
組
み

農
林
高
校

農
林
高
等
学
校
で
栽
培
し
た
野
菜
や
加
工
品

な
ど
を
販
売
す
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

ち
の
り
ん
シ
ョ
ッ
プ

農
林
高
校

森
の
よ
う
ち
え
ん

毎
日
森
に
通
い
、
見
守
る
保
育
で

子
ど
も
達
の
自
主
性
を
育
む
取
り
組
み

教
育・
文
化

芦
津

中
原

白
坪

智
頭
町
の
自
慢
の
ひ
と
つ
に
智
頭
町「
日
本
1/
0村
お
こ
し
運
動
」（
通
称
ゼ
ロ
イ
チ
）と
智
頭
町
百
人
委
員
会
が

あ
り
ま
す
。
共
に
、
自
分
た
ち
で
ま
ち
を
元
気
に
し
よ
う
と
す
る
住
民
主
体
の
活
動
で
す
。
今
ま
で
に
取
り
組

ま
れ
て
き
た
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ち
を
愛
す
る
町
民
の
気
持
ち
か
ら
生
ま
れ
た
大
切
な
宝
で
す
。

ゼ
ロ
イ
チ
・
百
人
委
員
会
活
動
地
図

平
成
20
年
度
に
制
度
化
さ
れ
た
活
動
。
町
民
が
身

近
で
関
心
の
高
い
課
題
を
話
し
合
い
、こ
れ
を
解
決

す
る
た
め
の
政
策
を
行
政
に
提
案
し
、実
践
し
ま

す
。
一
般
の
部
は
、「
商
工
・
観
光
」「
生
活
環
境
」「
健

康
」「
林
業
」「
特
産
農
業
」「
教
育
・
文
化
」「
獣
害
対

策
」の
7部
会
あ
り
、平
成
26
年
度
か
ら
学
生
が
参

加
し
、平
成
29
年
度
は
、「
智
頭
中
学
校
」「
智
頭
農
林

高
等
学
校
」「
鳥
取
大
学
」が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

智
頭
町
百
人
委
員
会

部
会
名

平
成
26
年
度
に「
智
頭
町
達
人
図
鑑
」の
作
成
と

「
謎
解
き
ゲ
ー
ム
」と
「
ca
fe
い
こ
い
の
ば
」の
開
催

を
提
案
し
、
い
ず
れ
も
27
年
度
に
実
施
。
28
年
度

は
中
学
生
目
線
で
智
頭
町
の
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

29
年
度
は
民
泊
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。

智
頭
町
百
人
委
員
会

智
頭
中
学
校
の
取
り
組
み

平
成
9年
に
制
度
化
さ
れ
た
こ
の
運
動
は
、
ま
ち
の

活
性
化
は
集
落
の
活
性
化
か
ら
と
い
う
視
点
に
立

ち
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
無
(ゼ
ロ
)か
ら
有
(イ
チ
) 

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
い
う
も
の
。
集
落

ま
た
は
地
区
が
10
年
後
の
将
来
像
を
描
き
、
新
た

な
組
織
を
設
立
し
て
主
体
的
に
行
い
、
ま
ち
は
そ

れ
を
支
援
し
ま
す
。
町
内
の
16
集
落
で
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。

智
頭
町「
日
本
1/
0村
お
こ
し
運
動
」

集
落
名



恋
山
形
駅

山
郷
駅

智頭
急行
智頭
線

JR
因
美
線

那
岐
駅

土
師
駅

智
頭
駅

薪
ボ
イ
ラ
ー
の
温
水
プ
ー
ル

智
頭
町
の
木
材
を

活
用
し
た
定
住
促
進
住
宅

図
書
館

自
然
栽
培
農
家
の
拠
点
施
設天
木
町
有
林（
自
伐
林
業
研
修
）

天
木
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

横
瀬
谷
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

智
頭
ノ
森
ノ
学
ビ
舎（
TA
M
AR
IB
A）

こ
も
れ
び
の
森

い
の
ち
ね
相
談
室（
ほ
の
ぼ
の
）

地
域
資
源
を
循
環
、有
効
活
用
す
る（
イ
メ
ー
ジ
図
）

芦
津
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

山
人
塾

や
ま
ひ
とじ
ゅく 子
ど
も
と
女
性
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
予
定
地
）

智
頭
町
に
は
12
の
総
合
戦
略
に
基
づ
く
構
想
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
人
口
減
少
に
対
応
し
な
が
ら
、魅
力
的
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
備
し
、こ
れ
か
ら
も
町
民
の
暮
ら
し
が
豊
か
で
幸
せ
に
あ
る
た
め
の
構
想
で
す
。
す

で
に
着
手
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、こ
の
地
図
に
、こ
れ
か
ら
の
ま
ち
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

総
合
戦
略
活
動
地
図

森
林
に
囲
ま
れ
た
環
境
の
も
と
で
、
出
産
前
か
ら
子
育
て

ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
。
相
談
、
ヨ
ガ
、
講
座
な
ど
を

行
な
い
、「
い
の
ち
」を
テ
ー
マ
に
個
々
に
寄
り
添
い
ま
す
。

育
み
の
郷

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
活
用
し
、
民
泊
や
集
落
で
、
長
期
滞
在
者

や
企
業
研
修
の
受
け
入
れ
を
行
う
取
り
組
み
で
す
。

疎
開
と
癒
し
の
郷

「
自
伐
型
林
業
研
修
」と
「
智
頭
の
山
人
塾
」を
開
催
し
、伝
統
・

文
化
の
あ
る
智
頭
林
業
を
次
代
へ
繋
ぎ
、未
来
の
智
頭
の
山

を
考
え
ら
れ
る
担
い
手
確
保
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

林
業
の
郷

自
然
栽
培
農
業
家
の
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
り
、
智
頭

産
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
販
売
促
進
を
図
り
、「
智
頭

産
の
ホ
ン
モ
ノ
の
農
産
物
」で
都
市
と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

本
物
の
農
産
物
供
給
体
制

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
全
て
の
町
民
が
、
な
ご
み
、
つ
な

が
り
、
ま
な
び
あ
え
る
新
図
書
館
を
つ
く
り
ま
す
。

図
書
館
を
中
心
に
し
た
賑
わ
い
創
出

I・
Uタ
ー
ン
者
に
対
す
る
起
業
・
創
業
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。
ま
た
既
存
企
業
に
対
し
て
も
、
銀
行
等
と
連
携
し
て

事
業
拡
大
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

起
業
・
創
業
及
び
既
存
企
業
へ
の
支
援

都
市
圏
に
住
む
人
に
智
頭
町
の
フ
ァ
ン
（
リ
ピ
ー
タ
ー
）

に
な
っ
て
も
ら
た
め
、
体
験
旅
行
サ
イ
ト
と
連
携
し
、
智

頭
町
体
験
ツ
ア
ー
や
、
企
業
合
宿
の
誘
致
を
行
い
ま
す
。

智
頭
フ
ァ
ン
の
獲
得

若
手
林
業
家
や
移
住
者
が
、
山
林
を
持
た
な
く
て
も
林
業

を
生
業
に
す
る
た
め
に
、
山
林
バ
ン
ク
の
開
設
と
運
営
支

援
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

自
伐
林
家
の
郷

地
域
が
有
す
る
資
源（
森
林
、
有
害
鳥
獣
な
ど
）を
循
環
さ

せ
る
こ
と
で
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
た
り
、
新
し
い
産
業
を

興
し
ま
す
。

地
域
資
源
を
循
環
、有
効
活
用
す
る

公
民
連
携
の
可
能
性
を
調
査
し
、
必
要
ま
た
は
可
能
と
思

わ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
実
施
を
検
討
し
ま
す
。

公
民
連
携
事
業
の
検
討
及
び
実
行

「
お
せ
っ
恋
セ
ミ
ナ
ー
」や
「
婚
活
イ
ベ
ン
ト
」な
ど
を
開
い

て
、
男
女
の
出
会
い
や
新
婚
カ
ッ
プ
ル
を
増
や
し
ま
す
。

出
会
い
の
場
恋
活

東
部
圏
域
を
中
心
と
し
た
周
辺
自
治
体
と
連
携
し
て
、経
済

的
、効
率
的
に
移
住
定
住
PR
や
観
光
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

東
部
圏
域
連
携（
移
住
定
住
促
進
及
び
観
光
）



恋
山
形
駅

山
郷
駅

JR
因
美
線

那
岐
駅

土
師
駅

智
頭
駅

老
人
ク
ラ
ブ

食 地
域
や
団
体
の
活
性
化

自
然

伝
統
・
文
化

富 沢 地 区

智 頭 地 区 山 形 地 区 山 郷 地 区

土 師 地 区 那 岐 地 区

長
寿
会

富
沢
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

旧
那
岐
小
学
校
の
音
楽
室
か
ら
出
て
き
た

楽
器
の
数
々
。
我
が
子
が
授
業
や
鼓
笛
隊

で
使
用
し
た
楽
器
を
今
度
は
母
親
が
使
用

し
て
鼓
笛
隊
を
結
成
し
ま
し
た
。
平
成
29

年
度
那
岐
地
区
運
動
会
で
初
披
露
。

鳥
取
県
と
岡
山
県
を
ま
た
ぐ
那
岐
山
。
登

山
道
の
道
刈
り
や
整
備
な
ど
、
景
観
の
維

持
保
全
を
行
っ
て
い
ま
す
。

富
沢
地
区
の
篭
山
の
保
全
の
た
め
、
登
山

道
の
道
刈
り
や
整
備
な
ど
、
維
持
保
全
を

行
っ
て
い
ま
す
。

か
ご
や
ま
会

か
ご
山
の
景
観
保
全

篭
富
会

富
沢
地
区
を
盛
り
上
げ
る
若
者
チ
ー
ム

地
区
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
目
的
に
立
ち
上

が
っ
た
若
者
集
団
。
夏
休
み
に
写
経
体
験

な
ど
を
取
り
入
れ
た
豊
乗
寺
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
や
、
金
魚
米
の
栽
培
な
ど
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

那
岐
山
を
守
る
会

那
岐
山
の
情
報
発
信
や
景
観
保
全

福
寿
会

那
岐
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

那
岐
駅
舎
保
存
会

那
岐
駅
舎
の
管
理
・
運
営

野
菊
の
会

歌
の
教
室

那
岐
神
社
獅
子
舞
保
存
会

獅
子
舞
の
演
舞
、
継
承
す
る
会

な
ぎ
っ
娘
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
♪

地
元
の
女
性
有
志
に
よ
る
鼓
笛
隊

長
生
会

土
師
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

智
頭
や
た
ら
会

や
た
ら
漬
け
の
製
法
開
発
と
販
売

さ（
砂
糖
）し
（
塩
）す
（
酢
）せ
（
生
鮮
野
菜
）

そ（
そ
れ
だ
け
）の
や
た
ら
漬
け
。
無
添
加
・

地
元
野
菜
に
こ
だ
わ
っ
た
や
た
ら
漬
け
の

開
発
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

松
寿
会

智
頭
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

板
井
原
集
落
保
存
協
議
会

板
井
原
集
落
を
守
る
会

千
代
川
さ
く
ら
を
守
る
会

桜
土
手
と
桜
並
木
を
保
全
す
る
会

智
頭
サ
ー
ビ
ス
商
店
会

智
頭
町
の
商
店
組
合

鶴
寿
会

山
郷
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

山
郷
歴
史
遺
産
活
用
委
員
会

山
郷
地
区
の
歴
史
を
活
か
す
会

新
田
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
相
生
文
楽

人
形
浄
瑠
璃
保
存
会

楽
笑
ク
ラ
ブ（
山
一
）

山
形
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

長
寿
会（
山
二
）

山
形
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

良
菜
会

個
々
の
得
意
分
野
を
活
か
し
楽
し
く
活
動
す
る
会
 

野
菜
づ
く
り
が
好
き
、料
理
が
好
き
、各
自

の
得
意
分
野
を
活
か
し
な
が
ら
 楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。
野
菜
販
売
、味
噌
づ
く

り
、農
場
見
学
な
ど
、み
ん
な
で
生
き
生
き
、

地
域
を
元
気
に
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

お
む
す
び
こ
ろ
り
ん

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

そ
の
朝
獲
れ
た
野
菜
や
米
を
使
っ
て
作
っ

た
定
食
を
提
供
す
る
地
元
の
お
母
さ
ん
た

ち
の
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
。

山
郷
杉
太
鼓
振
興
会

山
郷
杉
太
鼓
を
継
承
す
る
会

山
郷
林
業
の
歴
史
を
繋
ぎ
、次
世
代
を
担

う
人
材
育
成
を
目
指
し
、山
郷
小
学
校
児

童
を
対
象
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
勇
壮
な
杉

太
鼓
の
音
は
体
の
芯
ま
で
響
き
渡
り
ま
す
。

春
の
雛
あ
ら
し
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
手
掛

け
、
か
わ
ら
ま
ち
か
ら
智
頭
町
の
元
気
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

か
わ
ら
ま
ち
夢
つ
く
り
委
員
会

河
原
町
の
活
性
化
に
取
り
組
む
会

一
度
は
途
絶
え
、
幻
の
漬
物
と
呼
ば
れ
た

板
井
原
大
根
。
約
40
年
ぶ
り
に
復
活
し
た

今
、
そ
の
伝
統
を
継
承
す
る
団
体
で
す
。

板
井
原
大
根
振
興
会

板
井
原
ご
う
こ
の
継
承

昭
和
52
年
に
結
成
さ
れ
再
び
息
を
吹
き
込

ま
れ
た
は
ね
そ
踊
り
は
、
江
戸
時
代
末
期

か
ら
智
頭
地
区
に
伝
わ
る
盆
踊
り
で
す
。

浄
瑠
璃
の
哀
調
ゆ
か
し
い
歌
に
の
せ
て
し

な
や
か
な
身
振
り
手
振
り
で
踊
り
ま
す
。

は
ね
そ
踊
り
保
存
会

盆
踊
り
の
保
存
継
承

智
頭
町
に
は
、そ
の
地
域
の
文
化
財
や
行
事
、そ
し
て
特
産
品
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
活
動
が
た
く
さ
ん
あ
り
、そ

れ
ぞ
れ
に
住
む
人
の
思
い
入
れ
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
図
で
興
味
の
あ
る
行
事
や
活
動
を
発
見
し

た
な
ら
、ぜ
ひ
参
加
表
明
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
出
会
い
や
経
験
を
得
て
み
て
く
だ
さ
い
。

地
域
と
人
の
活
動
地
図



恋
山
形
駅

山
郷
駅

智頭
急行
智頭
線

JR
因
美
線

那
岐
駅

土
師
駅

智
頭
駅

ど
う
だ
ん
広
場

ひ
ま
わ
り
会
館

旧
諏
訪
保
育
園

（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

智
頭
町
総
合
運
動
場

智
頭
町
総
合
運
動
場

智
頭
農
林
高
等
学
校

富
沢
地
区
公
民
館

土
師
地
区
公
民
館

（
旧
土
師
小
学
校
）

放
課
後
児
童
クラ
ブ

旧
山
形
小
学
校

那
岐
地
区
公
民
館

（
旧
那
岐
小
学
校
）

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

那
岐
駅
舎

山
郷
地
区
公
民
館

＜
R3
73
や
ま
さ
と（
旧
山
郷
小
学
校
）＞

山
形
第
二
地
区
公
民
館

い
ろ
り
の
家

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

山
形
第
一
地
区
公
民
館

共
育
セ
ン
タ
ー

（
旧
山
形
保
育
園
）
木
育
ス
テ
ー
ジ

総
合
セ
ン
タ
ー

智
頭
町
民
運
動
場

智
頭
町
総
合
案
内
所

グ
ラ
ウ
ン
ド

体
育
館

教
室

調
理
室

会
議
室
な
ど

久 志 谷 地 内 児 童 遊 園久 志 谷 地 内 児 童 遊 園

テ ニ ス コ ー トテ ニ ス コ ー ト

ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
公
園

野
原
親
水
公
園

野
原
親
水
公
園

大
屋
親
水
公
園

大
屋
親
水
公
園

あ た ご 公 園あ た ご 公 園

牛 臥 公 園牛 臥 公 園

旧
富
沢
小
学
校

智
頭
町
保
健・
医
療・
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
の
ぼ
の

大
呂
親
水
公
園

大
呂
親
水
公
園

ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
公
園

ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
公
園

大
内
親
水
公
園

大
内
親
水
公
園

新
田
親
水
公
園

新
田
親
水
公
園

中
原
夢
来
キ
ャ
ン
プ
場

中
原
夢
来
キ
ャ
ン
プ
場

智
頭
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
や
、町
内
の
企

業
や
地
域
の
野
球
チ
ー
ム
で
構
成
す
る

牛
臥
リ
ー
グ
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

智
頭
温
水
プ
ー
ル

図
書
館

智
頭
中
学
校

智
頭
小
学
校

高
血
圧
の
予
防
を
目
的
に
季
節
の
野

菜
を
使
っ
た
塩
分
控
え
目
な
料
理
教

室
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
活
用

香
道
と
ヨ
ガ
を
体
験
で
き
る
教
室
や
、
コ

ン
サ
ー
ト
、
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
技
を
活
か
し
た
活
動
場
所

国
の
登
録
有
形
重
要
文
化
財
で
あ
る
校
舎
は
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
教
室
の
利
用
も
可
能

で
、
子
ど
も
た
ち
が
木
材
に
触
れ
る
遊
び
場
を
設

置
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
育
館
を
会
場
に
ダ
ン
ス
合
宿
が
開
催
さ

れ
た
り
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
研
修

施
設
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
体
育
館
は

町
内
向
け
に
一
般
開
放
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
室
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催

学
生
や
企
業
の
研
修
施
設
と
し
て
活
用

料
理
教
室
な
ど
キ
ッ
チ
ン
を
活
用

本
町
消
防
屯
所

何
か
新
し
い
活
動
を
始
め
て
み
た
い
と
思
っ
た
時
、智
頭
町
に
は
意
外
に
た
く
さ
ん
、町
民
に
開
放
さ
れ
て
い
る
場

所
や
会
場
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
公
園
も
あ
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
で
す
か
ら
、そ
ん
な
場
所

や
公
園
を
も
っ
と
利
用
し
て
、「
こ
ん
な
こ
と
し
て
み
た
い
！
」を
ど
ん
ど
ん
実
現
さ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

活
用
で
き
る
場
所
・
公
園
地
図

あ
け
び
の
家



ま
ち
の
取
り
組
み
と
人
生
の

関
わ
り
が
わ
か
る
地
図
帖

３
章

ま
ち
の
施
策
や
構
想
は
、
す
べ
て
の
ま
ち
の
人
の
よ
り
よ
い
生

活
と
幸
せ
を
願
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
智
頭
町
民
を
守

り
、
よ
り
良
い
毎
日
を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
ま
ち
は

い
っ
た
い
ど
ん
な
施
策
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
、
提
供
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
第
7次
智
頭
町
総
合
計
画
で
は
、
生
ま
れ

て
か
ら
最
後
の
日
ま
で
、
ど
の
年
代
に
関
係
す
る
も
の
な
の

か
、
各
事
業
を
関
連
付
け
て
整
理
し
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
マ
ッ

プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
付
録
に
添
付
し
て
い
る「
総
合
計
画
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
マ
ッ
プ
」も
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。



「
地
元
に
残
り
た
い
、
そ
し
て
友
人
が
智
頭
に
帰
っ
て
き
た
と

き
に
寄
れ
る
場
所
を
つ
く
り
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、
夢

屋
で
働
く
決
意
を
し
た
波
多
な
ぎ
さ
さ
ん
。
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
に
、
時
間
が
許
す
限
り
出
店
し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
か

ら
は
、
ほ
し
い
パ
ン
を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
に
も
応
え
な
が
ら
、
気
軽
に
寄
っ
て
も
ら

え
る
お
店
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。
俺
た
ち
が
や
る
し
か
な
い

ん
で
す
か
ら
」と
、
消
防
団
活
動
の
継
承
に
つ
い
て
力
強
く
話
し

て
く
れ
た
河
村
太
陽
さ
ん
。
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
姿
勢
は
頼

も
し
い
ば
か
り
。
そ
し
て
、
訓
練
の
あ
と
に
必
ず
開
催
さ
れ
る
交

流
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
多
世
代
の
人
た

ち
と
繋
が
り
な
が
ら
、
消
防
団
員
の
確
保
や
活
動
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
、
消
防
・
防
災
の
施
策
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
活
性
化
対
策

商
店
街
と
の
協
働
・
連
携
に
よ
る
活
性
化

19
歳

24
歳

河 村 太 陽 さ ん

竹 内 康 和 さ ん

智 頭 小 学 校 児 童

本 阪 収 志 さ ん

波 多 な ぎ さ さ ん

食
育
の
推
進

10
歳

0歳
30
歳

20
歳

生
き
る
力
を
育
む
た
め
に

郷
土
愛
を
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
 ③

森
林
林
業
を
学
べ
る
よ
う
に

森
林
林
業
を
学
べ
る
よ
う
に

子
ど
も
た
ち
が
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
 ②

赤
ち
ゃ
ん
が
す
く
す
く
育
つ
よ
う
に

子
ど
も
た
ち
の
心
も
身
体
も
健
や
か
に
 ①

子
ど
も
を
産
む
な
ら
　
／
　
安
心
し
て
子
育
て
す
る
な
ら

移
住
・
定
住
す
る
な
ら

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
な
ら
 ⑤

農
林
業
を
は
じ
め
る
な
ら

地
域
の
助
け
合
い
を
支
え
る
た
め
に
 ④

「
枝
打
ち
体
験
の
後
、
山
が
綺
麗
に
な
っ
た
様
子
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち

が
感
動
し
て
く
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し
い
」と
話
す
竹
内
康
和
さ

ん
。
15
年
前
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
山
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
枝

打
ち
体
験
な
ど
の
林
業
学
習
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
そ
の
両
親
に
も
山
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
漫
画

で
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
た
林
業
副
読
本
の
制
作
も
行
い
、
様
々
な

方
法
で
郷
土
を
大
切
に
す
る
こ
こ
ろ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

ち
づ
保
育
園
で
は
、
野
菜
づ
く
り
体
験
や
料
理
な
ど
、
食
に
触
れ
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
収
穫
し
た
野
菜
を
そ
の
場

で
味
わ
っ
た
り
、
自
分
た
ち
の
給
食
で
使
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
野
菜
の
皮
む
き
の
手
伝
い
や
、
調
理
前
の
魚
を
見
せ
て

も
ら
う
な
ど
、
食
事
や
食
育
に
つ
な
が
る
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

11
歳

3

健
康

家
族

仕
事

学
び

仲
間

づ
く
り

歳

藤 井 奈 緒 さ ん

西 尾 美 紅 さ ん

ち づ 保 育 園 園 児

「
PT
Aの
保
体
部
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
と
き
、
子

ど
も
た
ち
に
正
し
い
歯
磨
き
を
教
え
る
機
会
が
意
外
に
少
な
い

の
で
は
と
思
い
つ
い
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
」と
言
う
の
は
本

阪
収
志
さ
ん
。
磨
き
残
し
が
あ
る
と
赤
く
な
る
液
体
を
使
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
歯
の
磨
き
方
を
自
ら
見
直
す
き
っ
か
け
づ
く
り

を
し
ま
し
た
。
ま
ち
で
は
、
学
校
教
育
の
施
策
と
し
て
、
家
庭
と

地
域
の
力
を
引
き
出
し
生
活
習
慣
の
充
実
を
図
る
取
り
組
み
を
、

PT
Aな
ど
と
協
働
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

8
歳

地
域
の
良
さ
と
歴
史
文
化
な
ど

郷
土
を
大
切
に
す
る
学
習
の
導
入

学
校
と
家
庭
の
連
携
に
よ
る

良
好
な
生
活
習
慣
の
定
着

智
頭
中
学
校
に
通
う
、保
健
体
育
委
員
長
の
米
本
晃
規
さ
ん
と
生
活
委
員
長
の

河
村
朝
陽
さ
ん
。
保
健
体
育
委
員
会
で
は
、毎
日
の
睡
眠
時
間
や
歯
磨
き
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の
意
識
づ
け
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
よ
い
姿
勢
に
心
が
け
授
業
に
集
中
で
き
る
よ
う
、
授
業
の
前
に
立
腰

の
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。
生
活
委
員
会
で
は
、
挨
拶
運
動
や
身
だ
し
な
み

の
チ
ェ
ッ
ク
、
2分
前
行
動
を
促
す
働
き
か
け
を
行
い
、
規
則
正
し
い
学
校
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

私
も
参
加
し
て
い
ま
す
！

河
村
朝
陽
さ
ん
・
米
本
晃
規
さ
ん

り
つ
よ
う



子
ど
も
を
産
む
な
ら
 ⑦
　
／
　
安
心
し
て
子
育
て
す
る
な
ら
 ⑧

移
住
・
定
住
す
る
な
ら

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
な
ら
 ⑥

農
林
業
を
は
じ
め
る
な
ら
 ⑩
　
／
　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
 ⑨

地
域
の
助
け
合
い
を
支
え
る
た
め
に

30
歳

40
歳

い
の
ち
ね
の
ヨ
ガ
教
室
に
通
っ
て
い
る
長
石
玲
子
さ
ん
は
、
ご
主
人
の
実

家
が
あ
る
智
頭
町
に
6年
前
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
最
初
、
慣
れ
な
い
地

域
で
の
暮
ら
し
は
大
変
で
し
た
が
、
ヨ
ガ
教
室
に
通
う
こ
と
で
、
心
も
身

体
も
元
気
に
な
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。「
ヨ
ガ
は
自
宅
で
も
で
き
る
の

で
、
体
調
を
自
分
で
整
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
家
事
も
は
か
ど
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

藍
染
作
家
を
目
指
し
て
工
房
で
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
む
西
山
美
彩

子
さ
ん
。「
藍
染
工
房
ち
ず
ぶ
る
ー
」の
世
代
交
代
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
の
3年
間
の
活
動
を
終
え
ま
し
た
。
今
後

は
、
ち
ず
ぶ
る
ー
の
活
動
を
継
続
し
な
が
ら
、
自
身
の
事
業
も
展
開

し
て
い
く
意
向
だ
そ
う
で
す
。
ま
ち
で
は
誰
も
が
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
、
起
業
・
創
業
や
既
存
企
業
の
事
業
拡
大
に

む
け
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

女
性
と
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
の
ち
ね
で
は
、「
結
婚
」「
出

産
」「
子
育
て
」「
介
護
」な
ど
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
と

も
な
う
不
安
や
悩
み
に
寄
り
添
い
、
い
の
ち
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る

機
会
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
や
ヨ
ガ
を
通
し
て
、
自
分

の
心
や
身
体
と
の
付
き
合
い
方
を
見
つ
め
直
す
手
伝
い
も
し
て
い
ま

す
。
い
の
ち
ね
を
利
用
し
た
児
玉
由
貴
さ
ん
は「
『
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス

を
大
事
に
』と
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き
、
心
が
軽
く
な
り
、
子
ど
も
へ

の
向
き
合
い
方
も
変
わ
り
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

「
山
を
綺
麗
に
整
備
し
、
次
世
代
へ
繋
い
で
い
く
た
め
に
、
山
を
眺

め
な
が
ら
美
し
さ
を
意
識
し
て
間
伐
し
て
い
ま
す
。
山
を
知
る
こ
と

は
哲
学
を
学
ぶ
こ
と
に
近
い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
た
自
伐

林
業
家
の
大
谷
訓
大
さ
ん
。
智
頭
林
業
の
歴
史
と
美
学
を
継
承
し
、

10
0年
前
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
山
を
さ
ら
に
10
0年
先
に
残
し
て

い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
持
続
的
環
境
保
全
を
大
事
に
し
た
自
伐
型

林
業
を
実
践
し
て
い
ま
す
。「
智
頭
ノ
森
ノ
学
ビ
舎
」で
は
、
平
成
27

年
か
ら
、
自
伐
林
業
を
志
す
若
者
を
対
象
に
林
業
研
修
を
開
催
し
、

次
世
代
を
担
う
林
業
後
継
者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

育
み
の
郷

次
世
代
を
担
う
林
業
後
継
者
の

確
保
・
育
成
、
自
伐
林
家
の
育
成

起
業
・
創
業
及
び
既
存
企
業
事
業
拡
大
に

伴
う
資
金
確
保
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築

歳

平
成
29
年
3月
に
移
住
し
て
き
た
田
上
知
明
さ
ん
は
大
工
さ
ん
で
、
狩
猟

免
許
保
持
者
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
大
工
の
腕
を
活
か
し
て
空
き
家
を

手
入
れ
し
、
活
用
を
促
し
て
い
く
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
模
索
中
で

す
。
ま
た
、
ま
ち
に
解
体
所
が
で
き
れ
ば
狩
猟
で
得
た
鳥
獣
の
商
品
化
も

始
め
た
い
と
の
こ
と
。
ま
ち
で
は
、
田
上
さ
ん
の
よ
う
な
、
地
域
が
有
す

る
資
源（
森
林
、
鳥
獣
な
ど
）を
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
暮
ら
し
を
豊
か

に
し
た
り
、
新
し
い
産
業
を
興
す
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
を
循
環
、有
効
活
用
す
る

33
歳

35
歳

32
歳

29
・3

5 歳

西 山 美 彩 子 さ ん

児 玉 由 貴 さ ん　 悠 歩 ち ゃ ん

田 上 知 明 さ ん　 　 真 由 さ ん

大 谷 訓 大 さ ん

26
歳

健
康

家
族

仕
事

学
び

仲
間

づ
く
り

閉
鎖
的
に
な
り
が
ち
な
家
庭
内
で
の
乳
幼
児
の
子
育
て
は
、
ス

ト
レ
ス
や
不
安
が
た
ま
り
や
す
い
も
の
。
そ
れ
を
解
消
す
る
た

め
に
あ
る
の
が
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
保
育
園
だ
っ

た
建
物
を
利
用
し
た
ス
ペ
ー
ス
は
、
集
ま
っ
て
来
る
子
ど
も
と

お
母
さ
ん
の
両
方
に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い
空
間
で
す
。
利
用

者
の
萩
原
菜
奈
美
さ
ん
と
葉
狩
佐
知
子
さ
ん
は
、「
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
も
い
て
く
れ
る
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
て
、
本
当
に
助

か
っ
て
い
ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

閉
鎖
的
に
な
り
が
ち
な
家
庭
内
で
の
乳
幼
児
の
子
育
て
は
、
ス

ト
レ
ス
や
不
安
が
た
ま
り
や
す
い
も
の
。
そ
れ
を
解
消
す
る
た

め
に
あ
る
の
が
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
保
育
園
だ
っ

た
建
物
を
利
用
し
た
ス
ペ
ー
ス
は
、
集
ま
っ
て
来
る
子
ど
も
と

お
母
さ
ん
の
両
方
に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い
空
間
で
す
。
利
用

者
の
萩
原
菜
奈
美
さ
ん
と
葉
狩
佐
知
子
さ
ん
は
、「
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
も
い
て
く
れ
る
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
て
、
本
当
に
助

か
っ
て
い
ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
推
進
・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
と

家
庭
訪
問
事
業
に
よ
る
母
子
指
導
の
推
進

萩 原 菜 奈 美 さ ん ・ 那 月 ち ゃ ん

葉 狩 佐 知 子 さ ん ・ 太 一 く ん

私
も
活
用
し
て
い
ま
す
！

長
石
玲
子
さ
ん



健
康
に
生
活
す
る
た
め
に
 ⑭

40
歳

30
歳

50
歳

空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し
、
一
家
で
智
頭
町
に
移
住
し
て
き

た
島
田
晋
輔
さ
ん
は
、
奥
様
の
理
笑
さ
ん
、
一
二
三
く
ん
と
至

く
ん
と
の
4人
家
族
で
す
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
す
る
晋
輔
さ

ん
は
、
旧
那
岐
小
学
校
の
一
室
を
借
り
て
オ
フ
ィ
ス
に
し
て

い
ま
す
。「
仕
事
で
都
会
と
行
き
来
す
る
生
活
で
す
が
、
こ
ち

ら
で
は
野
菜
を
分
け
て
も
ら
う
こ
と
も
よ
く
あ
り
、
家
主
さ

ん
や
集
落
の
み
な
さ
ん
に
は
と
て
も
よ
く
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
」と
晋
輔
さ
ん
。
ま
ち
で
は
空
き
家
の
実
態
把
握
を
進

め
、
移
住
促
進
へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

「
食
」「
農
」「
命
」「
医
」「
心
」の
5つ
の
テ
ー
マ
か
ら
な
る
連
続
講
座

「
智
頭
自
然
栽
培
塾
」を
受
講
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
自
然
栽
培

で
の
農
業
を
始
め
た
前
田
賢
太
郎
さ
ん
。
自
然
栽
培
の
畑
で
野
菜
に

加
え
て
藍
の
生
産
も
行
っ
て
お
り
、
藍
染
継
承
の
取
り
組
み
に
も
協

力
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
で
は
こ
う
し
た
自
然
栽
培
農
家
の
育
成
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

那
岐
地
区
五
月
田
集
落
に
あ
る
極
楽
寺
の
副
住
職
で
あ
る
吉
澤
太
基

さ
ん
。
お
父
さ
ま
が
58
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

健
康
に
は
特
に
気
を
使
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。「
自
分
の
身
体
と
は

い
っ
て
も
、
す
べ
て
を
自
分
一
人
で
管
理
す
る
の
は
難
し
い
。
健
診
の

時
に
い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。
ま
ち
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
健
や
か
に
暮
ら
し
て

い
く
た
め
の
健
診
や
健
康
教
室
な
ど
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

智
頭
杉
を
使
っ
た
曲
げ
わ
っ
ぱ
な
ど
の
木
工
品
を
製
作
し
て
い
る
木
工
職

人
の
草
刈
庄
一
さ
ん
。
智
頭
農
林
高
等
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
天
川
敏
之
先

生
の
講
座
に
参
加
し
た
こ
と
が
、
曲
げ
わ
っ
ぱ
づ
く
り
を
始
め
る
き
っ
か
け

だ
っ
た
そ
う
。
今
で
は
自
分
の
工
房
を
立
ち
上
げ
、
多
種
多
様
な
木
材
を
使

い
木
工
品
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
で
は
、
こ
の
よ
う
に
智
頭
の
森
林
資

源
を
、
様
々
な
方
法
で
利
用
す
る
こ
と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
・
各
種
健
康
教
室
・

健
康
相
談
・
家
庭
訪
問
の
充
実

空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実

多
様
な
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

農
産
物
づ
く
り
の
推
進（
自
然
栽
培
）

木
材
利
用
の
推
進

35
歳

41
歳

前 田 賢 太 郎 さ ん

島 田 晋 輔 さ ん ・ 理 笑 さ ん

・ 一 二 三 く ん ・ 至 く ん

吉 澤 太 基 さ ん

草 刈 庄 一 さ ん

37
歳

42
歳

林
業
を
学
び
た
い
人
、
里
山
で
暮
ら
し
た
い
人
、
地
域
の
人
に
向
け

て
、
自
然
を
親
し
む
き
っ
か
け
と
な
る
講
座
を
公
開
で
開
催
す
る

「
智
頭
の
山
人
塾
」。
林
業
の
基
礎
か
ら
草
花
の
知
識
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
内
容
で
す
。
事
務
局
の
米
井
美
由
紀

さ
ん
は「
身
近
に
あ
る
智
頭
の
自
然
か
ら
、
学
び
や
楽
し
み
を
見
つ

け
ら
れ
る
こ
と
が
本
当
に
う
れ
し
い
」と
話
し
ま
す
。
自
然
の
中
で

暮
ら
す
楽
し
さ
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
林
業
の
担
い
手
育
成
や

移
住
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
智
頭
ら
し
い
取
り
組
み
で
す
。

林
業
を
学
び
た
い
人
、
里
山
で
暮
ら
し
た
い
人
、
地
域
の
人
に
向
け

て
、
自
然
を
親
し
む
き
っ
か
け
と
な
る
講
座
を
公
開
で
開
催
す
る

「
智
頭
の
山
人
塾
」。
林
業
の
基
礎
か
ら
草
花
の
知
識
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
内
容
で
す
。
事
務
局
の
米
井
美
由
紀

さ
ん
は「
身
近
に
あ
る
智
頭
の
自
然
か
ら
、
学
び
や
楽
し
み
を
見
つ

け
ら
れ
る
こ
と
が
本
当
に
う
れ
し
い
」と
話
し
ま
す
。
自
然
の
中
で

暮
ら
す
楽
し
さ
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
林
業
の
担
い
手
育
成
や

移
住
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
智
頭
ら
し
い
取
り
組
み
で
す
。

林
業
の
郷

43
歳

米 井 美 由 紀 さ ん

子
ど
も
を
産
む
な
ら
　
／
　
安
心
し
て
子
育
て
す
る
な
ら

移
住
・
定
住
す
る
な
ら
 ⑫

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
な
ら

農
林
業
を
は
じ
め
る
な
ら
 ⑪
 ⑮
 ⑯

地
域
の
助
け
合
い
を
支
え
る
た
め
に

仕
事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

地
域
資
源
を
活
か
し
た
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

生
涯
学
習
の
ス
テ
ー
ジ
づ
く
り
 ⑬

新
田
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
相
生
文
楽
は
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
村
の
青

年
た
ち
が
立
ち
上
が
り
、
健
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
人
形
を
揃
え
た
こ

と
が
始
ま
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
関
東
で
生
ま
れ
育
っ
た
早
瀬
武
洋
さ

ん
は
、
両
親
が
実
家
の
あ
る
智
頭
町
に
移
住
し
て
創
業
し
た
パ
ン
屋
を
継
ぐ

た
め
に
新
田
集
落
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。「
集
落
で
大
切
に
さ
れ
て
き
た
文

化
を
、
同
世
代
の
仲
間
と
一
緒
に
し
っ
か
り
つ
な
い
で
い
き
た
い
」と
、
パ
ン

屋
に
加
え
て
、
人
形
浄
瑠
璃
の
継
承
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
伝
統
文
化
の
後
継
者
育
成

早 瀬 武 洋 さ ん41
歳

や
ま
ひ
と

健
康

家
族

仕
事

学
び

仲
間

づ
く
り



介
護
に
備
え
て

50
歳

70
歳

平
成
23
年
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
の
時
か
ら
民
泊
の
取
り
組
み
に
関
わ
っ
て

い
る
加
藤
眞
由
美
さ
ん
。「
お
客
さ
ん
に
は
気
を
使
わ
ず
に
過
ご
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
遠
く
の
親
戚
が
来
た
よ
う
な
感
じ
で
接
し
て
い
ま

す
」と
言
い
、「
食
材
の
味
を
知
っ
て
ほ
し
い
」と
、
お
料
理
に
は
特
に
心

を
配
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
こ
だ
わ
り
で
も
て
な

す
民
泊
を
通
じ
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
智
頭
町
を
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

那
岐
地
区
の
東
宇
塚
集
落
で
は
、
集
落
営
農
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
前
川
義
憲
さ
ん
は
、「
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で

集
落
の
す
べ
て
の
家
庭
事
情
を
調
査
し
、
概
ね
合
意
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

よ
り
よ
く
運
営
す
る
た
め
に
は
、
維
持
費
や
運
営
し
て
い
く
上
で
の
ル
ー
ル

を
さ
ら
に
細
か
く
丁
寧
に
決
め
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
ハ
ー
ド
ル
は

決
し
て
低
く
な
い
が
、
な
ん
と
か
み
ん
な
で
協
力
し
て
進
め
て
い
き
た
い
も

の
で
す
」と
話
し
ま
す
。
ま
ち
で
は
こ
の
よ
う
な
集
落
ぐ
る
み
で
農
地
維
持
を

推
進
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

国
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
塩
屋
出
店
で
食

堂
を
始
め
た
柏
原
和
浩
さ
ん
。「
毎
日
お
店
を
切
り
盛
り
し

て
い
く
の
は
大
変
だ
け
ど
、
智
頭
宿
や
河
原
町
商
店
街
な

ど
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
貢
献
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
ち
で
は
大
切
な
建
物
を
今
の
暮
ら
し
の
中
で
活
用
し
て

い
く
こ
と
や
、
賑
わ
い
を
生
み
出
す
住
民
の
取
り
組
み
に

向
け
て
、
様
々
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

国
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
塩
屋
出
店
で
食

堂
を
始
め
た
柏
原
和
浩
さ
ん
。「
毎
日
お
店
を
切
り
盛
り
し

て
い
く
の
は
大
変
だ
け
ど
、
智
頭
宿
や
河
原
町
商
店
街
な

ど
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
貢
献
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
ち
で
は
大
切
な
建
物
を
今
の
暮
ら
し
の
中
で
活
用
し
て

い
く
こ
と
や
、
賑
わ
い
を
生
み
出
す
住
民
の
取
り
組
み
に

向
け
て
、
様
々
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

富
沢
地
区
で
は
、
老
朽
化
し
た
旧
富
沢
小
学
校
の
建
物
の
維
持
が
難
し
い
た

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
建
て
替
え
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
運
営
資
金
を
地
区
振
興
協
議
会
で
賄
っ
て
い
く
た
め
に
キ
ク

ラ
ゲ
の
生
産
を
始
め
ま
し
た
。
キ
ク
ラ
ゲ
生
産
部
門
代
表
の
西
尾
富
昭
さ

ん
は
、「
地
域
の
人
た
ち
が
助
け
合
っ
て
一
緒
に
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
」と
意
欲
を
語
り
ま
す
。
ま
ち
も
智
頭
町
の
新
し
い
産
業
づ

く
り
の
取
り
組
み
と
し
て
応
援
し
て
い
ま
す
。

シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
手
掛
け
、
知
事
表
彰
の
受
賞
経
歴
も
持

つ
寺
坂
勝
博
さ
ん
。「
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
す
る
な
ら
原
木

を
あ
げ
る
よ
」と
原
木
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
研
究
を
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
て
き

ま
し
た
。「
秋
に
な
れ
ば
、
本
当
に
お
い
し
い
シ
イ
タ
ケ
が

食
べ
ら
れ
る
よ
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
ち

で
は
、
新
た
な
特
産
品
の
生
産
及
び
消
費
拡
大
に
向
け
た

PR
・
普
及
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

週
に
一
度
は
娘
の
な
つ
め
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
図
書
館
を
利
用
し
て
い

る
土
居
義
浩
さ
ん
。「
司
書
の
方
が
私
た
ち
の
顔
と
名
前
を
覚
え
て
く

だ
さ
り
、
い
つ
も
丁
寧
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
に
も
必
要
な

時
に
は
し
っ
か
り
注
意
し
、
叱
っ
て
く
だ
さ
る
の
が
と
て
も
い
い
と
思

い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。
今
、
な
ご
み
、
つ
な
が
り
、
ま
な
び
あ
う
を

テ
ー
マ
に
し
た
新
図
書
館
づ
く
り
の
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

智
頭
町
ま
る
ご
と
民
泊
の
積
極
的
推
進

集
落
営
農

商
店
街
と
の
連
携
に
よ
る

空
き
店
舗
の
活
用
検
討

地
産
地
消
の
推
進

ゼ
ロ
イ
チ
の
更
な
る
発
展

図
書
館
を
中
心
に
し
た
賑
わ
い
創
出

土 居 義 浩 さ ん　 ・ な つ め ち ゃ ん

寺 坂 勝 博 さ ん

柏 原 和 浩 さ ん

西 尾 富 昭 さ ん

前 川 義 憲 さ ん

加 藤 眞 由 美 さ ん　 　 　 　 修 さ ん

50
歳

69
歳

55
歳

62
歳

69
・6

2 歳

68
歳

仕
事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
 ⑱
 

地
域
資
源
を
活
か
し
た
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
 ⑳

農
林
業
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
 ⑲
 ㉒

60
歳

生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
 ㉑

生
涯
学
習
の
ス
テ
ー
ジ
づ
く
り
 ⑰

健
康

家
族

仕
事

学
び

仲
間

づ
く
り



70
歳

90
歳

智
頭
町
で
は
24
の
団
体
が
文
化
協
会
に
加
盟
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

智
頭
写
真
ク
ラ
ブ
も
そ
ん
な
団
体
の
一
つ
で
す
。
平
成
10
年
に
発
足
し
、

石
谷
家
や
文
化
祭
、
雪
ま
つ
り
な
ど
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
作
品
を
出

展
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鳥
取
市
内
に
あ
る
中
電
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
の

展
示
も
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
代
表
の
小
林
悦
次
さ
ん
は「
文
化
祭
で

は
い
ろ
い
ろ
な
団
体
の
方
と
交
流
が
で
き
て
楽
し
い
で
す
」と
話
し
ま

す
。
ま
ち
で
は
こ
う
し
た
文
化
活
動
の
支
援
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
に
特
色
あ
る
産
品
を
つ
く
ろ
う
」と
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
シ

ベ
リ
ア
産
の
野
菜
ル
バ
ー
ブ
に
着
目
し
、
生
産
か
ら
加
工（
ジ
ャ
ム
）、
販

売
ま
で
の
6次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
販
路
の
拡
大
に
も

挑
戦
し
、
大
阪
府
中
之
島
に
あ
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ（
麒
麟
の
ま
ち
）で

も
販
売
し
て
い
ま
す
。
町
民
に
は
苗
の
販
売
も
し
て
お
り
、
食
材
と
し
て

も
鉢
で
の
鑑
賞
用
と
し
て
も
楽
し
め
る
ル
バ
ー
ブ
の
普
及
と
特
産
品
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て
い
る
高
齢
者
な
ど
の
移
送

サ
ー
ビ
ス
事
業
。
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
、
自
家
用
車
で

の
移
動
が
難
し
い
人
々
の
た
め
に
、
病
院
や
買
い
物
な
ど
、
日
常

的
な
移
動
を
支
援
す
る
取
り
組
み
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
参

加
し
て
い
る
加
賀
田
茂
さ
ん
は
、「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
指
名
は
で
き
な

い
ル
ー
ル
だ
け
れ
ど
、
次
回
も
ま
た
加
賀
田
さ
ん
に
乗
せ
て
ほ
し

い
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
生
き
が
い
に
な
っ

て
い
ま
す
」と
、
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

誰
も
が
安
心
し
て
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
弱
い
立
場
の
人
の
生
活
を
支
援
す
る
し
く
み

づ
く
り
を
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。
フ
ー
ド

シ
ョ
ッ
プ
な
ぎ
の
移
動
販
売
を
利
用
し
て
い
る
赤
堀
睦

子
さ
ん
は
、「
自
宅
の
前
ま
で
来
て
く
れ
る
の
で
、
食
材
を

自
分
の
目
で
選
ん
だ
り
必
要
な
も
の
を
頼
ん
だ
り
で
き

て
、
と
て
も
助
か
り
ま
す
」と
言
い
ま
す
。
ま
ち
で
は
こ

の
よ
う
な
民
間
の
取
り
組
み
と
連
携
し
な
が
ら
、
お
互
い

に
支
え
合
う
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
、
里
山
で
は
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
智
頭
町
も
例
外
で
は
な
く
、
町
内
全
域
で
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
捕
獲
活
動
の
協
力
者
で
あ
る
聲
高
節
男
さ
ん
は
、「
こ
の
数
年
間

の
取
り
組
み
で
、
山
郷
地
区
で
は
有
害
鳥
獣
の
被
害
は
少
し
減
っ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
う
」と
言
い
ま
す
。
ま
ち
で
は
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
鳥
獣
対
策
を

進
め
、
農
作
物
を
守
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
へ
の
支
援

（
侵
入
を
防
ぐ
対
策
、
個
体
数
を
減
ら
す
対
策
）

百
人
委
員
会 高
齢
者
等
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

買
い
物
弱
者
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
づ
く
り

各
文
化
サ
ー
ク
ル
の
活
動

支
援
と
参
加
者
の
加
入
促
進

小 林 悦 次 さ ん

聲 髙 節 男 さ ん

古 谷 哲 雄 さ ん

加 賀 田 茂 さ ん

赤 堀 睦 子 さ ん

72
歳

73
歳

73
歳

80
歳

69
歳

40
代
の
こ
ろ
か
ら
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
中
澤

皓
次
さ
ん
。
地
区
振
興
協
議
会
の
代
表
と
し
て
、
旧
山

郷
小
学
校
の
利
活
用
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

月
に
一
度
、
地
区
の
小
学
生
に
学
校
帰
り
に
遊
ん
で
も

ら
う
試
み
や
、
サ
ロ
ン
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
、
企
業
研
修
な
ど
に
活
用
中

で
す
。「
宿
泊
施
設
の
整
備
、
企
業
誘
致
な
ど
も
取
り
入

れ
、
法
人
化
し
て
自
立
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
た

い
」と
さ
ら
な
る
意
欲
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

40
代
の
こ
ろ
か
ら
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
中
澤

皓
次
さ
ん
。
地
区
振
興
協
議
会
の
代
表
と
し
て
、
旧
山

郷
小
学
校
の
利
活
用
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

月
に
一
度
、
地
区
の
小
学
生
に
学
校
帰
り
に
遊
ん
で
も

ら
う
試
み
や
、
サ
ロ
ン
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
、
企
業
研
修
な
ど
に
活
用
中

で
す
。「
宿
泊
施
設
の
整
備
、
企
業
誘
致
な
ど
も
取
り
入

れ
、
法
人
化
し
て
自
立
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
た

い
」と
さ
ら
な
る
意
欲
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

空
き
校
舎
活
用
推
進

中 澤 皓 次 さ ん

69
歳

生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
 ㉔

高
齢
者
も
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
 ㉗

生
涯
学
習
の
ス
テ
ー
ジ
づ
く
り
 ㉓

自
分
た
ち
で
は
じ
め
る
地
域
の
取
り
組
み
 ㉖

支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
 ㉘

80
歳

健
康

家
族

仕
事

学
び

仲
間

づ
く
り

農
林
業
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
 ㉕



0歳
30
歳

歳
10

歳
20

歳
20

歳
40

子
ど
も
た
ち
が

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に

01 02 03 04 05

保
小
中
連
携
に
よ
る
教
育
活
動
の
向
上

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
に
よ
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実

学
校
評
議
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
学
校
運
営

教
職
員
の
教
育
力
の
充
実

学
校
現
場
で
の
IC
T機
器
の
活
用

教
育

教
育

教
育

教
育

教
育

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

児
童
生
徒
の
顔
が
見
え
る
少
人
数
学
級
の
実
施

学
校
不
適
応
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
と
連
携
の
推
進

学
校
と
家
庭
の
連
携
に
よ
る
良
好
な
生
活
習
慣
の
定
着

教
育
教
育
教
育
教
育

06 07 08 09

子
ど
も
た
ち
の

心
も
身
体
も
健
や
か
に

安
心
安
全
な
学
校
給
食
の
提
供

調
理
機
器
等
の
計
画
的
な
更
新

森
の
よ
う
ち
え
ん「
ま
る
た
ん
ぼ
う
」の
事
業
支
援

給
食

給
食

教
育

06 07 08

体
力
向
上
の
た
め
の
学
校
で
の
活
動
の
充
実

中
学
校
の
部
活
動
の
充
実

食
育
の
推
進

教
育
教
育
福
祉

03 04 05

赤
ち
ゃ
ん
が
す
く
す
く

育
つ
よ
う
に

01 02
乳
幼
児
等
保
健
相
談
事
業
の
推
進

幼
児
健
康
診
査
事
業
の
推
進

福
祉

福
祉

健 健

森
林
・
林
業
を

学
べ
る
よ
う
に

智
頭
農
林
高
校
と
の
連
携

森
林
・
林
業
教
育
の
推
進（
児
童
・

　
生
徒
の
学
習
体
験
、木
育
の
推
進
等
）

企
画
山
村

16 17

郷
土
愛
を

育
て
ら
れ
る
よ
う
に

ち
づ
NE
XT

地
域
の
良
さ
と
歴
史
文
化
な
ど
、

　
郷
土
を
大
切
に
す
る
学
習
の
導
入

企
画
教
育

14 15

生
き
る

力
を
育
む
た
め
に

国
際
感
覚
の
醸
成（
韓
国
江
原
道

　
楊
口
郡
と
の
交
流
と
英
語
教
育
の
充
実
）

学
校
図
書
館
の
充
実（
学
校
司
書

　
配
置
継
続
と
図
書
館
と
の
連
携
強
化
）

智
頭
町
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
教
育

　（
成
果
の
検
証
と
さ
ら
な
る
向
上
対
策
の
推
進
）

青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進

教
育

教
育

教
育

教
育

10 11 12 13

総
務
=
総
務
課

企
画
=
企
画
課

税
務
=
税
務
住
民
課

福
祉
=
福
祉
課

地
域
=
地
域
整
備
課

地
籍
=
地
籍
調
査
課

山
村
=
山
村
再
生
課

水
道
=
水
道
課

教
育
=
教
育
課

給
食
=
給
食
セ
ン
タ
ー

病
院
=
智
頭
病
院

町
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
わ
せ
た
事
業
 

智
頭
町
役
場
事
業

担 当 課

事 　 業

総
合
計
画
事
業

総
合
戦
略
事
業

課 課

視 　 点
家
族

健
康

仕
事

仲
間
づ
く
り

学
び

環
境
整
備

事
業
は
全
て
の
世
代
に
関
わ
る
も
の

で
す
が
、
主
に
対
象
と
な
る
世
代
を

分
か
り
や
す
く
整
理
し
た
も
の
で
す
。

移
住
・
定
住

す
る
な
ら

出
会
い
の
場「
恋
活
」

空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実

移
住
定
住
事
業
の
積
極
的
な
推
進

町
営
住
宅
の
建
設

企
画

企
画

企
画

税
務

安
心
し
て

子
育
て
を
す
る
な
ら

教
育

教
育

教
育

教
育

教
育

教
育

地
域
の
助
け
合
い
を

支
え
る
た
め
に

自
主
防
災
組
織
の
育
成
お
よ
び
活
動
支
援

総
務

総
務

消
防
団
活
性
化
対
策
の
推
進

02
仲

子
ど
も
を

産
む
な
ら

企
画

福
祉

育
み
の
郷

01

特
別
支
援
学
校
通
学
児
童
生
徒
の

　
支
援
と
保
護
者
負
担
の
軽
減

在
宅
育
児
世
帯
へ
の
支
援
の
推
進

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
推
進

子育
て支
援ネ
ット
ワー
ク協
議会
の取
組み
の推
進

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
特
別
保
育
の
継
続

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
と

　
家
庭
訪
問
事
業
に
よ
る
母
子
指
導
の
推
進

07 08 09 10 11 1202
妊
婦
保
健
相
談
事
業
の
推
進

チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
な
ら

企
画

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

商
店
街
と
の
協
働
・
連
携
に
よ
る
活
性
化

企
画

企
画

起
業
・
創
業
及
び
既
存
企
業
事
業
拡
大

　
に
伴
う
資
金
確
保
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築

02 03

農
林
業
を

は
じ
め
る
な
ら

地
域

山
村

山
村

山
村

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
た
活
動
へ
の
支
援

自
伐
林
家
の
郷

林
業
の
郷

多
様
な
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　
農
産
物
づ
く
り
の
推
進（
自
然
栽
培
）

山
村

山
村

山
村

山
村

林道
整備
の推
進及
び、
既設
林道
の維
持管
理の
実施

次
世
代
を
担
う
林
業
後
継
者
の

　
確
保
・
育
成
、
自
伐
林
家
の
育
成

地
元
原
木
市
場
へ
の
原
木
安
定
供
給
の
支
援

木材
利用
の推
進
(新
需要
喚起
、バ
イオ
マス
利用
等
)

08 09 10 11

03 04 05 06 01
仲

01 04 05 06 07



歳
40

歳
50

60
歳

60
歳

70
歳

80
歳

農
林
業
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
に

企
画
山
村
山
村
山
村
山
村

地
域
の
特
性
を
活
かし
た
農
業
生
産（
農
産
物
加
工
）の
支
援

有
害
鳥
獣
対
策（
侵
入
を
防
ぐ
対
策
、

　
個
体
数
を
減
ら
す
対
策
）へ
の
支
援

集
落
営
農

山
村

山
村

山
村

智
頭
宿
特
産
村
の
活
性
化

地
産
地
消
の
推
進

本
物
の
農
産
物
供
給
体
制

低
コ
ス
ト
林
業
の
推
進

木
の
宿
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
支
援

15 16 17 18 19

20 21 22

生
き
が
い
を
も
っ
て

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

企
画

企
画

企
画

企
画

空
き
校
舎
活
用
推
進

空
き
校
舎
等
利
活
用
研
究
事
業

地
区
体
育
館（
空
き
校
舎
）の
生
涯
学
習・
交
流
の
場
と
し
て
の
活
用

企
画

企
画

教
育

イ
ベ
ン
ト
活
性
化
促
進
事
業

ゼ
ロ
イ
チ
の
更
な
る
発
展

ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
の
連
携
強
化

疎
開
保
険
事
業

03 04 05 06

07 08 09

介
護
予
防
事
業
の
推
進

福
祉

福
祉

介
護
に

備
え
て

10

健
康
に

生
活
す
る
た
め
に

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
・
各
種
健
康
教
室

　
・
健
康
相
談
・
家
庭
訪
問
の
充
実

福
祉

09

仕
事
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
に

企
画

企
画

公
共
工
事
等
へ
の
地
元
企
業
製
品
の
積
極
的
な
使
用
企
画

14

地
域
資
源
を
活
か
し
た
仕
事
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
に

企
画

企
画

山
村

智
頭
町
ま
る
ご
と
民
泊
の
積
極
的
推
進

森
林
セ
ラ
ピ
ー
商
品
の
開
発

森
林
環
境
の
保
全
整
備（
竹
林
の
整
備・
拡
大
防
止
等
）

山
村
山
村
山
村

企
業
支
援
事
業

商
店
街
と
の
連
携
に
よ
る
空
き
店
舗
の
活
用
検
討

12 13

疎
開
と
癒
や
し
の
郷

中
長
期
受
入
施
設
整
備
事
業（
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
等
）

地
域
資
源
を
循
環
、
有
効
活
用
す
る

23 24 25

26 27 28

総
務
=
総
務
課

企
画
=
企
画
課

税
務
=
税
務
住
民
課

福
祉
=
福
祉
課

地
域
=
地
域
整
備
課

地
籍
=
地
籍
調
査
課

山
村
=
山
村
再
生
課

水
道
=
水
道
課

教
育
=
教
育
課

給
食
=
給
食
セ
ン
タ
ー

病
院
=
智
頭
病
院

町
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
わ
せ
た
事
業
 

智
頭
町
役
場
事
業

担 当 課

事 　 業

総
合
計
画
事
業

総
合
戦
略
事
業

課 課

介
護
給
付
費
の
適
正
化
事
業
の
推
進

11

事
業
は
全
て
の
世
代
に
関
わ
る
も
の

で
す
が
、
主
に
対
象
と
な
る
世
代
を

分
か
り
や
す
く
整
理
し
た
も
の
で
す
。

視 　 点
家
族

健
康

仕
事

仲
間
づ
く
り

学
び

環
境
整
備



全
世
代

80
歳

90
歳

安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
に

地
域
の
情
報
を

発
信
す
る
な
ら

町民
の健
康づ
くり
を目
指し
た健
康ち
づ
21の
見直
し

町
民
の
健
康
に
対
す
る
意
識
の

　
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
推
進

町
民
の
健
康
増
進
の
た
め
の
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の
活
用

看
護
師
確
保
対
策
の
強
化

医
療
設
備
・
機
器
の
整
備

医
師
確
保
対
策
の
強
化

福
祉
福
祉

山
村
病
院
病
院
病
院

12 13 14 15 16 17

企
画

企
画

施
設
の

整
備
や
管
理

消
防
・
救
急

総
務

総
務
福
祉

良
好
な

景
観
の
整
備

公
民
連
携
事
業
の
積
極
的
な
検
討
及
び
実
行

智
頭
宿
の
町
並
み
整
備
と
事
業
展
開
の
推
進

情
報
イ
ン
フ
ラ
の
更
新

老
朽
化
施
設
更
新
事
業（
下
水
道
）

地
方
特
定
道
路
整
備
及
び
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

町
道
及
び
橋
梁
の
計
画
的
な
整
備
と
長
寿
命
化
計
画

ふ
る
さ
と
整
備
土
木
事
業

地
籍
調
査
事
業

町
内
各
地
へ
の
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の
整
備

水
洗
化
率
向
上
対
策
事
業

老
朽
管
更
新
事
業

老
朽
施
設
更
新
事
業（
上
水
道
）

国・
県・
町
の
連
携
に
よ
る
通
学
路
等
の
整
備
検
討

新
図
書
館
建
設
事
業

企
画
企
画
企
画
税
務
地
域
地
域
地
域
地
籍
山
村
水
道
水
道
水
道
教
育
教
育

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14

企
画

企
画

税
務

生
涯
学
習
の

ス
テ
ー
ジ
づ
く
り

町
外
と
の

交
流

18 19 20 21 22 23 24

図
書
館
を
中
心
に
し
た
賑
わ
い
創
出

各文
化サ
ーク
ルの
活動
支援
と参
加者
の加
入促
進

文
化
財
保
護
・
活
用
方
策
の
明
確
化

地
域
伝
統
文
化
の
後
継
者
育
成

各
地
区
公
民
館
の
地
域
の

　
生
涯
学
習
拠
点
施
設
と
し
て
の
明
確
化

各
地
区
公
民
館
と
中
央
公
民
館
の

　
役
割
の
明
確
化
と
連
携
強
化
の
促
進

図
書
館
事
業

教
育
教
育
教
育
教
育
教
育

教
育

教
育

企
画

企
画

企
画

企
画

企
画

企
画

企
画

ま
ち
の
観
光
素
材
を
盛
り
込
ん
だ

　
旅
行
商
品
の
開
発
と
効
果
的
な
広
告
宣
伝

智
頭
フ
ァ
ン
の
獲
得

29 30

鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
に

　
よ
る
消
防
・
救
急
体
制
の
維
持
・
充
実

災
害
対
策
体
制
の
確
立

高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
家
庭
な
ど
の

　
安
全・
安
心
に
つ
な
が
る
見
守
り
事
業
の
推
進

23 24 25

良
好
な
景
観
形
成
に
向
け
た
周
知

案
内
サ
イ
ン
等
の
統
一
デ
ザ
イ
ン
化

ポ
イ
捨
て
禁
止
等
の
看
板
の
設
置

18 19 20

観
光
協
会
の
機
能
強
化

東
部
圏
域
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
自
治
体
と
の

　
連
携
に
よ
る
移
住
定
住
促
進
及
び
広
域
観
光
事
業

板
井
原
集
落
を
活
用
し
た
交
流
観
光
の
推
進

国
内
交
流
事
業
の
積
極
的
な
推
進

国
際
交
流
の
推
進

情
報
発
信
の
強
化

国
内
外
へ
効
果
的
な
PR
宣
伝

13 14 15 16 17 18 19

支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り

総
務

総
務

企
画

福
祉

福
祉

福
祉

エ
コ
活
動
の

推
進

税
務

税
務

交
通
網
の

整
備

企
画

企
画

地
域

自
分
た
ち
で
始
め
る

地
域
の
取
り
組
み

企
画

企
画

企
画

人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り

情
報
公
開
条
例
・
個
人
情
報
保
護
条
例

　
に
基
づ
く
円
滑
な
情
報
公
開
の
推
進

買
い
物
弱
者
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

相
談
支
援
体
制
の
充
実（
障
害
者
自
立
支
援
）

地
域
生
活
支
援
事
業（
障
害
者
自
立
支
援
）

世
帯
を
横
断
す
る
低
所
得
者

　
対
策
事
業（
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
）

16 17 18 19 20 21

く
る
く
る
プ
ラ
ン
推
進
事
業

資
源
回
収
な
ど
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組

21 22

町
民
バ
ス
の
更
新

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

除
雪
事
業

15 16 17

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

百
人
委
員
会

総
合
計
画
周
知
及
び
実
践
事
業（
検
証
含
む
）

10 11 12

高
齢
者
も
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
に

高
齢
者
等
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

成
年
後
見
制
度
等
の
活
用
に

　
よ
る
高
齢
者
の
権
利
擁
護
の
推
進

相
談
支
援
体
制
の
充
実（
高
齢
者
）

福
祉

福
祉

福
祉

13 14 15

家 家 家

総
務
=
総
務
課

企
画
=
企
画
課

税
務
=
税
務
住
民
課

福
祉
=
福
祉
課

地
域
=
地
域
整
備
課

地
籍
=
地
籍
調
査
課

山
村
=
山
村
再
生
課

水
道
=
水
道
課

教
育
=
教
育
課

給
食
=
給
食
セ
ン
タ
ー

病
院
=
智
頭
病
院

町
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
わ
せ
た
事
業
 

智
頭
町
役
場
事
業

担 当 課

事 　 業

総
合
計
画
事
業

総
合
戦
略
事
業

課 課

事
業
は
全
て
の
世
代
に
関
わ
る
も
の

で
す
が
、
主
に
対
象
と
な
る
世
代
を

分
か
り
や
す
く
整
理
し
た
も
の
で
す
。

視 　 点
家
族

健
康

仕
事

仲
間
づ
く
り

学
び

環
境
整
備



50
音
索
引

あ か さ た

R3
73
や
ま
さ
と

あ
た
ご
公
園

い
ざ
な
ぎ
振
興
協
議
会

石
谷
家
住
宅

い
の
ち
ね

受
け
に
ゃ
ー
そ
ん
そ
ん

牛
臥
山

お
む
す
び
こ
ろ
り
ん

篭
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

キ
ク
ラ
ゲ

旧
富
沢
小
学
校（
施
設
予
約
）

旧
那
岐
小
学
校（
施
設
予
約
）

旧
土
師
小
学
校（
施
設
予
約
）

旧
山
形
小
学
校（
施
設
予
約
）

旧
山
形
小
学
校

旧
山
形
保
育
園（
施
設
予
約
）

旧
山
郷
小
学
校（
施
設
予
約
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

塩
屋
出
店

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

総
合
セ
ン
タ
ー

智
頭
温
水
プ
ー
ル

智
頭
小
学
校

智
頭
地
区
公
民
館

智
頭
中
学
校

智
頭
町
総
合
案
内
所

智
頭
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

智
頭
町
民
運
動
場

智
頭
農
林
高
等
学
校

75
-0
22
1

75
-4
11
3

78
-0
61
1

75
-3
50
0

71
-0
36
9

75
-4
10
1

76
-1
11
1

71
-0
65
6

76
-1
11
1

75
-3
12
2

75
-3
12
2

78
-0
61
1

75
-3
12
1

75
-3
12
0

75
-0
34
3

75
-0
20
9

75
-3
12
3

75
-0
14
5

75
-3
11
4

76
-1
20
0

75
-3
11
4

75
-3
11
4

75
-1
67
1

75
-0
04
4

75
-3
11
1

75
-0
21
0

76
-1
11
1

75
-3
12
1

75
-3
11
4

75
-0
65
5

21
,3
3

10 15 10 38 26 10 20
,3
1

19 18 32 32 32 33 13 33 33 33 32 42 32 32 32 11 32 10 32 16 32 32

山
郷
地
区
振
興
協
議
会

智
頭
町
地
域
整
備
課

い
ざ
な
ぎ
振
興
協
議
会

石
谷
家
住
宅

女
性
と
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
の
ち
ね

智
頭
町
保
健
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

（
一
社
）智
頭
町
観
光
協
会

郷
山（
さ
と
や
ま
）キ
ッ
チ
ン「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」

（
一
社
）智
頭
町
観
光
協
会

富
沢
地
区
振
興
協
議
会

富
沢
地
区
公
民
館

那
岐
地
区
公
民
館

土
師
地
区
公
民
館

山
形
地
区
公
民
館

山
形
地
区
振
興
協
議
会

山
形
地
区
振
興
協
議
会

山
郷
地
区
公
民
館

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

智
頭
町
中
央
公
民
館

御
食
事
処
た
け
よ
し

智
頭
町
中
央
公
民
館

智
頭
町
中
央
公
民
館

智
頭
温
水
プ
ー
ル

智
頭
小
学
校

智
頭
地
区
公
民
館

智
頭
中
学
校

（
一
社
）智
頭
町
観
光
協
会

土
師
地
区
振
興
協
議
会

智
頭
町
中
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